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大
隈
言
道
研
究

年
譜
編
第
Ｉ
部

進
藤

康
子  

要
旨 

江
戸
時
代
後
期
の
博
多
の
歌
人
大
隈
言
道
（
お
お
く
ま
こ
と
み
ち
）
は
寛
政
十
（
１
７
９
８
）

年
生
ま
れ
、
慶
応
四
（
１
８
７
６
）
年
没
、
七
一
歳
。
先
祖
は
清
原
姓
で
、
天
武
天
皇
第
三

皇
子
舎
人
親
王
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
家
集
『
草
径
集
』
に
は
、
清
原
言
道
と

も
記
す
。
黒
田
藩
士
二
川
相
近
（
ふ
た
が
わ
す
け
ち
か
）
の
も
と
で
、
書
や
和
歌
を
学
ぶ
。

家
業
を
弟
に
譲
り
、
専
ら
和
歌
の
師
と
し
て
福
岡
今
泉
の
自
宅
「
さ
さ
の
や
」
に
て
門
下
歌

会
を
開
き
活
動
す
る
。
日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
も
師
事
す
る
。『
草
径
集
』
を
出
版
す
る
た
め
大

坂
に
登
り
、
そ
こ
で
緒
方
洪
庵
、
萩
原
広
道
、
中
島
広
足
、
広
瀬
旭
荘
ら
と
交
流
す
る
。
門

下
に
は
野
村
望
東
尼
な
ど
。
本
稿
に
お
い
て
、
門
下
歌
会
に
於
け
る
添
削
指
導
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
門
人
へ
の
書
簡
資
料
や
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た
月
ヶ
瀬
の
宿
帳
の
資
料
等
か
ら

類
推
で
き
る
大
坂
で
の
活
動
を
新
出
資
料
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
言
道
の
歌
集
出
版
前
後

の
歌
稿
資
料
や
、『
ひ
と
り
ご
ち
』
『
こ
ぞ
の
ち
り
』
な
ど
の
歌
論
を
も
と
に
、
年
譜
形
式
で

言
道
の
事
蹟
を
記
し
、
文
事
を
顕
彰
、
言
道
の
年
譜
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
更
に
幕
末
歌
壇

の
動
向
と
展
望
を
知
る
基
礎
資
料
と
し
て
示
し
た
。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

大
隈
言
道
・
野
村
望
東
尼
・
広
瀬
淡
窓
・
草
径
集
・
香
川
景
樹
・
ひ
と
り
ご
ち
・
こ
ぞ
の
ち

り
・
二
川
相
近
・
さ
さ
の
や 凡

例

一

本
稿
で
は
、
大
隈
言
道
の
墨
蹟
資
料
を
中
心
に
年
譜
を
著
し
た
。
猶
、
新

出
資
料
と
、
管
見
資
料
に
基
づ
き
諸
先
学
の
研
究
も
出
来
得
る
限
り
示
し
た
。

一

言
道
及
び
言
道
門
下
の
入
集
撰
集
に
関
し
て
は
、
そ
の
刊
行
年
、
序
文
、

跋
文
な
ど
か
ら
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
び
記
し
た
。

一

歌
集
歌
稿
手
紙
等
の
原
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
行

の
も
の
に
改
め
た
箇
所
や
、
句
点
読
点
、
濁
点
を
付
し
た
所
が
あ
る
。

一
「
〇
」
は
、
言
道
の
活
動
お
よ
び
言
道
の
作
品
を
、
「
◇
」
は
言
道
と
関
連

の
深
い
事
項
、
人
物
な
ど
の
参
考
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

（
特
に
注
目
す
べ
き
言
道
の
新
資
料
に
は
●
関
連
事
項
は
◆
を
付
し
た
）

寛
政
十
年

戊
午

（
１
７
９
８
）

一
歳

〇
福
岡
薬
院
の
抱
え
安
学
橋
に
、
言
道
生
ま
れ
る
。

〇
大
隈
言
道
の
家
系
・
事
跡
を
窺
う
基
礎
資
料
と
し
て
、
言
道
自
筆
の
『
清
原

姓
大
隈
氏
系
譜
』（
九
州
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）
と
、
同
じ
く
言
道
自
筆
の
『
大

隈
氏
系
譜
略
記
』（
同
）
が
あ
る
。

『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』
に
よ
る
と
、
言
道
は
、
天
武
帝
第
三
子
、
舎
人
親

王
の
子
孫
。
言
道
の
祖
父
、
清
助
の
時
、
黒
川
村
か
ら
、
那
珂
群
赤
坂
に
住
み
、

そ
の
後
、
福
岡
薬
院
町
抱
え
按
学
橋
に
居
す
。
父
は
茂
助
言
朝
、
母
は
、
信
国

又
左
衛
門
光
昌
三
女
。
系
図
、
萍
堂
言
道
の
箇
所
に
は
、「
慶
応
四
年
辰
七
月
二

九
日
逝
行
年
七
十
一
。
妻
は
福
岡
中
名
島
町
大
熊
清
次
郎
女
」
と
あ
る
。
言
道

に
と
っ
て
、
祖
先
が
舎
人
親
王
で
、
清
原
姓
で
あ
っ
た
こ
と
が
生
涯
の
誇
り
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
後
に
述
べ
る
、
言
道
自
筆
歌
集
『
草
径
集
』
の
冒
頭
に
は

清
原
姓
を
著
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
言
道
自
筆
系
図
の
書
き
入
れ
は
、
天
武
帝

第
三
子
草
壁
皇
子
弟
「
舎
人
親
王
」
か
ら
始
ま
る
。

ま
た
、
『
大
隈
氏
家
系
譜
略
記
』
に
は
、
祖
先
の
事
、
或
い
は
、
父
母
の
事

に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
元
祖
大
隈
主
水
助
治
言
は
、
上
座
群
上
寺
村
居
住
に
て
、
慶
長
九
年
甲
辰

死
去
せ
ら
れ
た
り
。
法
名
、
教
念
と
云
。
上
寺
村
一
向
宗
教
念
寺
の
開
山
に
て
、

則
法
名
を
以
て
寺
号
と
す
。
も
と
は
豊
後
玖
珠
郡
よ
り
出
た
る
人
な
り
。
豊
後

豊
前
筑
後
に
二
十
四
家
と
云
二
十
四
の
旧
家
あ
り
。
其
の
内
よ
り
出
た
る
人
に

て
肥
後
侯
の
家
老
内
に
も
同
名
有
り
。
皆
長
野
姓
な
り
。
大
隈
は
豊
後
玖
珠
郡

大
隈
よ
り
出
た
る
自
称
な
り
。
本
姓
長
野
と
知
る
べ
し
。
」
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し
た
の
で
、
九
十
九
庵
を
辞
し
て
郷
里
福
岡
に
帰
り
、
か
く
て
病
床
に
あ
る
こ

と
三
年
に
し
て
明
和
四
年
初
夏
に
死
没
し
た
。
江
棧
は
臨
終
の
際
ま
で
こ
の
集

の
こ
と
を
思
い
わ
ず
ら
っ
て
い
た
の
で
、
没
後
「
は
ら
か
ら
な
る
人
」
が
枕
も

と
に
残
し
た
草
稿
を
集
め
て
京
の
文
下
に
送
り
、
編
集
の
こ
と
を
依
頼
し
た
も

の
と
い
う
。

こ
の
「
は
ら
か
ら
な
る
人
」
は
、
『
其
郭
公
』
の
巻
頭
に
江
棧
の
「
う
れ
し

う
れ
し
」
の
辞
世
句
に
「
露
ゆ
り
こ
ぼ
す
竹
の
若
枝
」
の
脇
句
を
付
け
て
い
る

「
月
指
」
が
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
月
指
は
同
集
に
発
句

一
声
は
法
の
こ
た
へ
か
ほ
と
ゝ
ぎ
す

信
国
氏

月
指

が
入
集
し
て
お
り
、
江
棧
の
弟
の
信
国
又
左
衛
門
光
昌
が
こ
の
「
月
指
」
で
あ

ろ
う
。

と
の
注
目
す
べ
き
新
た
な
発
見
と
な
っ
た
。

寛
政
十
二
年

庚
申

（
１
８
０
０
）

三
歳

〇
言
道
弟
清
右
衛
門
言
則
生
ま
れ
る
。

「
清
右
衛
門
言
則─

博
多
に
住
す
。
嘉
永
元
申
十
二
月
二
五
日
逝
。
法
名
古

竹
有
声
行
年
四
九
歳
。
妻
は
博
多
川
端
町
久
作
女
。
」
『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

寛
政
の
末

●
教
念
寺
に
大
隈
一
族
集
い
、
父
言
朝
も
一
座
に
連
な
る
。

〇
「
寛
政
の
末
つ
か
た
に
や
あ
り
け
む
、
お
の
れ
が
亡
父
言
朝
、
か
の
上
寺
村

に
い
た
り
て
、
主
水
助
治
言
（
前
述
の
「
元
祖
大
隈
主
水
助
治
言
は
、
上
座
群

上
寺
村
居
住
に
て
、
慶
長
九
年
甲
辰
死
去
せ
ら
れ
た
り
。
法
名
、
教
念
と
云
。

上
寺
村
一
向
宗
教
念
寺
の
開
山
に
て
、
則
法
名
を
以
て
寺
号
と
す
」
参
照
）
の

二
百
年
忌
に
あ
ひ
た
る
に
、
か
の
教
念
寺
よ
り
豊
後
豊
前
筑
後
な
ど
の
一
族
同

名
に
囘
章
を
ま
は
し
た
る
に
、
二
百
五
十
何
人
と
か
皆
き
た
り
て
、
教
念
の
二

百
五
十
年
忌
訪
ひ
た
り
し
に
、
亡
父
言
朝
も
ま
じ
り
て
一
座
つ
ら
な
る
。
」『
大

隈
氏
系
譜
略
記
』

〇
「
治
言─

曰
長
野
主
水
治
言
。
少
納
言
通
雄
。
天
延
元
年
七
月
、
御
札
削
解

官
。
宇
多
天
皇
御
世
、
寛
平
二
年
庚
戌
、
下
國
配
流
豊
後
國
。
自
通
雄
以
来
至

治
言
数
世
、
居
于
豊
後
國
玖
珠
郡
大
隈
村
。
（
中
略
）
永
禄
之
頃
亦
移
居
筑
前

上
座
郡
上
寺
村
。
」
『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

文
化
二
年

乙
丑

（
１
８
０
５
）

八
歳

〇
父
言
朝
死
。
四
十
三
歳
。

「
五
月
四
日
、
言
道
の
父
清
助
言
朝
没
。
年
四
十
三
．
福
岡
薬
院
香
正
寺
に

葬
る
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』（
梅
野
満
雄
著
）

〇
こ
の
頃
、
二
川
相
近
二

入
門
か
。

「
言
道
が
相
近
の
許
に
入
門
せ
る
は
こ
の
頃
の
こ
と
か
。
兄
言
愛
は
当
時
既

に
相
近
が
櫻
楓
堂
に
通
学
す
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』
三

「
家
系
及
び
一
族
」

〇
言
道
が
相
近
塾
に
入
門
し
た
時
期
は
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
当
時

の
入
門
の
慣
例
や
、
兄
言
愛
も
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
七
、
八
歳
の
頃
必
然

的
に
入
門
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
翁
（
言
道
）
が
二
川
塾
入
門
の
年
時
は
、
当
時
の
入
門
簿
な
き
為
め
討
尋
の

余
地
な
く
（
中
略
）
七
、
八
歳
の
頃
よ
り
、
兄
（
言
愛
）
に
伴
わ
れ
て
通
学
せ

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蓋
し
如
上
の
推
定
は
、
当
時
入
門
の
舊
慣
年
齢
、

並
に
翁
の
舊
居
安
学
橋
よ
り
、
桝
木
屋
町
な
る
相
近
塾
ま
で
の
距
離
約
十
四
、

五
町
餘
を
加
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』「
幼
時
と
修
養
期
」

〇
言
道
と
そ
の
師
相
近
の
関
係
は
、
二
川
瀧
三
郎
の
次
の
様
な
記
述
で
知
る
事

が
で
き
る
。

「
本
来
大
隈
家
と
の
交
渉
は
言
道
の
み
に
限
ら
ず
、
言
志
、
言
足
、
言
苗
等
の

人
々
及
び
同
家
女
性
も
、
或
は
、
書
、
或
は
和
歌
な
ど
、
相
近
以
来
習
学
し
て

ゐ
ま
し
て
格
別
親
密
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
相
近
長
女
鶴
子
の
記
録
に
も

言
道
が
毎
年
雪
見
に
来
し
を
、
相
近
没
年
に
来
訪
せ
ざ
り
し
と
て
、
之
を
か
こ

ち
た
る
左
の
歌
杯
に
て
も
そ
の
間
の
消
息
は
伺
わ
れ
ま
す
。

と
し
ご
と
に
雪
の
ふ
り
け
れ
ば

こ
と
み
ち
が

ゆ
き
見
に
、
と
て
と
ひ

し
か
。
こ
と
し
も
こ
ぞ
の
よ
ふ
に
雪
の
ふ
り
け
れ
ど
、
ち
ち
の
お
は
し
ま
さ
ね

大隈言道研究 年譜編第Ⅰ部 （進藤 康子） 

「
言
朝
、
書
は
唐
人
町
田
浙
江
一

の
弟
子
に
し
て
、
お
の
れ
ら
の
及
所
に
あ
ら

ず
。
其
の
外
俗
事
に
い
た
り
て
も
、
博
多
福
岡
の
質
屋
中
の
定
め
も
町
役
場
に

願
出
、
懸
礼
な
ど
あ
り
し
は
言
朝
の
功
也
。
」

「
町
役
場
の
質
屋
の
記
録
亡
父
の
筆
の
物
沢
山
あ
る
よ
し
、
書
よ
ろ
し
け
れ
ば
、

町
役
場
の
吟
味
役
新
藤
三
郎
、
亡
父
の
書
類
を
取
出
し
、
宅
に
て
手
習
い
せ
ら

れ
し
こ
と
、
新
藤
直
は
な
し
な
り
。
」

「
梅
沢
利
平
の
母
は
、
お
の
れ
の
母
の
第
一
姉
。
第
二
は
帆
足
弥
太
夫
の
母
。

第
三
家
母
言
朝
の
妻
成
。
梅
沢
の
母
わ
が
叔
母
に
て
幼
少
よ
り
書
を
よ
く
し
、

学
問
あ
り
。
い
ま
だ
京
画
起
ら
ざ
る
前
に
南
蘋
風
を
書
か
れ
し
は
、
叔
母
と
越

後
屋
行
蔵
成
。
画
を
書
、
清
人
沈
南
蘋
の
弟
子
成
。
書
の
師
誰
と
い
ふ
こ
と
な

し
と
い
へ
ど
も
、
亀
井
主
水
い
ま
だ
わ
か
か
り
し
時
、
常
に
出
入
り
せ
ら
れ
し

と
い
ひ
し
、
此
人
に
や
。
南
冥
先
生
あ
る
時
い
づ
こ
に
て
か
叔
母
幼
名
ノ
ブ
十

二
歳
の
比
、
八
畳
敷
計
の
龍
と
云
う
大
字
を
砂
の
上
に
書
か
れ
し
を
、
二
川
相

近
先
生
、
を
さ
な
か
り
し
時
見
ら
れ
し
よ
し
、
先
生
の
す
ぐ
物
が
た
り
あ
り
。

叔
母
書
き
し
屏
風
飯
塚
に
て
も
見
し
こ
と
有
り
。
古
き
屏
風
な
ど
に
、
毎
度
叔

母
の
手
跡
は
り
ま
ぜ
な
ど
に
見
ゆ
る
を
見
れ
ば
な
つ
か
し
き
事
ど
も
な
り
。
」

と
あ
る
様
に
、
亀
井
南
冥
や
二
川
相
近
な
ど
と
も
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い

が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
父
言
朝
が
書
の
名
人
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
ま
た

特
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
母
方
は
博
多
で
有
名
な
鍛
冶
屋
、
つ
ま
り
刀
匠
で

あ
っ
た
事
が
言
道
の
手
に
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
そ
の
関
係
部
分
を
以
下
に
示
す
。

「
此
三
女
の
親
は
、
信
国
又
左
衛
門
光
昌
、
則
わ
が
母
方
の
祖
父
に
て
近
代
カ

ジ
ノ
書
カ
ヂ
考
な
ど
に
も
記
し
あ
り
。
三
女
の
み
に
て
相
続
の
悴
な
か
り
し
ば
、

弟
子
の
内
よ
り
相
続
を
立
、
別
家
さ
せ
ら
れ
し
は
則
、
博
多
信
国
也
。
祖
父
光

昌
上
京
の
時
連
れ
ら
れ
し
信
八
と
云
う
弟
子
あ
り
。
百
鎌
斎
哲
翁
居
士
と
あ
り
。

そ
の
脇
に
帆
足
弥
太
夫
の
母
の
墓
あ
り
。
又
満
昌
の
兄
信
国
大
和
守
の
墓
あ
り
。

此
大
和
守
は
隠
居
し
て
俳
名
を
江
棧
と
よ
ぶ
。
京
師
に
す
み
、
か
ぢ
な
り
け
る

に
、
折
節
勅
命
に
て
仙
洞
御
所
御
剣
を
鍛
は
せ
給
ふ
。
今
の
世
に
は
あ
る
べ
か

ら
ず
め
づ
ら
し
き
こ
と
な
り
。
福
岡
に
て
死
去
せ
ら
れ
し
か
ば
、
今
の
名
だ
か

き
加
賀
の
千
代
よ
り
追
悼
の
短
冊
あ
り
。
そ
の
た
ん
ざ
く
梅
沢
方
に
あ
り
。
江

棧
辞
世
の
発
句
、
『
う
れ
し
〳
〵
そ
の
や
く
そ
く
の
時
鳥
』
む
か
し
の
墓
は
石

質
あ
し
く
て
磨
滅
せ
し
か
ば
、
梅
沢
利
平
再
建
し
て
、
左
右
庵
紅
棧
の
墓
あ
り
。

こ
の
安
国
寺
に
叔
母
信
女
の
墓
あ
り
。
梅
沢
加
太
夫
の
妻
な
り
。
」
と
あ
り
、

言
道
の
母
方
の
父
は
、
信
国
又
左
衛
門
光
昌
と
な
り
、
有
名
な
刀
鍛
冶
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
か
ら
、
新
た
に
、
大
内
初
夫
氏
に
よ
る

と
、
右
の
「
江
棧
」
が
、
『
諸
九
尼
句
集
』
の
詞
書
き
に
登
場
す
る
不
明
の
俳

人
「
筑
紫
御
房
」
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ら
れ
、
次
の
様
に
記
す
。
（
「
国
語

国
文
薩
摩
路
」

・

号
）

右
の
「
此
三
女
」
は
、
言
道
の
母
の
三
姉
妹
を
指
す
。
そ
れ
は
、
梅
沢
利
平

の
母
（
梅
沢
加
太
夫
の
妻
）
と
、
帆
足
弥
太
夫
の
母
、
言
道
の
母
（
大
隈
言
朝

の
妻
）
の
三
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
姉
妹
の
父
が
信
国
又
左
衛
門
光
昌

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
光
昌
は
言
道
の
母
方
の
祖
父
に
当
た
る
。
又
光
昌
の
兄

が
信
国
大
和
守
で
、
俳
号
江
棧
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
「
系
譜
略
記
」
に
よ

っ
て
江
棧
が
言
道
の
母
の
伯
父
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

筑
紫
の
刀
鍛
冶
信
国
一
統
は
京
の
刀
匠
信
国
に
出
、
そ
の
末
流
の
定
光
と
い

う
者
が
応
永
頃
に
豊
前
宇
佐
に
永
住
し
、
こ
の
子
孫
が
九
州
一
円
な
か
ん
ず
く

豊
前
・
豊
後
・
筑
前
に
繁
栄
し
、
新
刀
期
ニ
》
は
言
っ
た
信
国
一
派
は
断
然
を

圧
し
た
と
い
う
。

そ
の
系
統
は
、
信
国
安
俊─

信
国
吉
貞─

信
国
俊
寿─

信
国
光
昌

ご
と
く

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
江
棧
の
産
地
は
福
岡
な
の
で
、
住
地
を
多
く
「
福
岡
」
と
肩
書
す
る
。

し
か
し
、
『
佐
夜
の
中
山
』（
寛
保
二
年
）
に
は
「
秋
月
連
中
」
の
中
に
見
え
、

又
、
『
屋
土
里
塚
』（
同
三
年
）『
雪
の
尾
花
』（
延
享
元
年
）『
松
の
中
』（
同
三

年
）
等
に
は
い
ず
れ
も
「
秋
月
」
と
肩
書
が
あ
る
の
は
、
こ
の
頃
一
時
秋
月
に

住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
は
江
棧
の
先
々
代
の
信
国
安
俊
が

秋
月
出
身
で
あ
る
こ
と
と
お
そ
ら
く
関
係
が
あ
ろ
う
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
板
本
が
九
州
大
学
支
子
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
『
高
津
野
翁
二
十
五
回
』（
野
坡
の
二
十
五
回
忌
集
。
直
方
の
文
雄
序
。
奥
書
、

明
和
四
亥
の
と
し
秋
九
月
）
は
、
施
主
の
江
棧
は
、

「
一
集
を
編
て
師
恩
に
酬
ひ
奉
ら
ん
と
」
し
た
が
、
年
頃
の
病
気
が
や
や
悪
化
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し
た
の
で
、
九
十
九
庵
を
辞
し
て
郷
里
福
岡
に
帰
り
、
か
く
て
病
床
に
あ
る
こ

と
三
年
に
し
て
明
和
四
年
初
夏
に
死
没
し
た
。
江
棧
は
臨
終
の
際
ま
で
こ
の
集

の
こ
と
を
思
い
わ
ず
ら
っ
て
い
た
の
で
、
没
後
「
は
ら
か
ら
な
る
人
」
が
枕
も

と
に
残
し
た
草
稿
を
集
め
て
京
の
文
下
に
送
り
、
編
集
の
こ
と
を
依
頼
し
た
も

の
と
い
う
。

こ
の
「
は
ら
か
ら
な
る
人
」
は
、
『
其
郭
公
』
の
巻
頭
に
江
棧
の
「
う
れ
し

う
れ
し
」
の
辞
世
句
に
「
露
ゆ
り
こ
ぼ
す
竹
の
若
枝
」
の
脇
句
を
付
け
て
い
る

「
月
指
」
が
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
月
指
は
同
集
に
発
句

一
声
は
法
の
こ
た
へ
か
ほ
と
ゝ
ぎ
す

信
国
氏

月
指

が
入
集
し
て
お
り
、
江
棧
の
弟
の
信
国
又
左
衛
門
光
昌
が
こ
の
「
月
指
」
で
あ

ろ
う
。

と
の
注
目
す
べ
き
新
た
な
発
見
と
な
っ
た
。

寛
政
十
二
年

庚
申

（
１
８
０
０
）

三
歳

〇
言
道
弟
清
右
衛
門
言
則
生
ま
れ
る
。

「
清
右
衛
門
言
則─

博
多
に
住
す
。
嘉
永
元
申
十
二
月
二
五
日
逝
。
法
名
古

竹
有
声
行
年
四
九
歳
。
妻
は
博
多
川
端
町
久
作
女
。
」
『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

寛
政
の
末

●
教
念
寺
に
大
隈
一
族
集
い
、
父
言
朝
も
一
座
に
連
な
る
。

〇
「
寛
政
の
末
つ
か
た
に
や
あ
り
け
む
、
お
の
れ
が
亡
父
言
朝
、
か
の
上
寺
村

に
い
た
り
て
、
主
水
助
治
言
（
前
述
の
「
元
祖
大
隈
主
水
助
治
言
は
、
上
座
群

上
寺
村
居
住
に
て
、
慶
長
九
年
甲
辰
死
去
せ
ら
れ
た
り
。
法
名
、
教
念
と
云
。

上
寺
村
一
向
宗
教
念
寺
の
開
山
に
て
、
則
法
名
を
以
て
寺
号
と
す
」
参
照
）
の

二
百
年
忌
に
あ
ひ
た
る
に
、
か
の
教
念
寺
よ
り
豊
後
豊
前
筑
後
な
ど
の
一
族
同

名
に
囘
章
を
ま
は
し
た
る
に
、
二
百
五
十
何
人
と
か
皆
き
た
り
て
、
教
念
の
二

百
五
十
年
忌
訪
ひ
た
り
し
に
、
亡
父
言
朝
も
ま
じ
り
て
一
座
つ
ら
な
る
。
」『
大

隈
氏
系
譜
略
記
』

〇
「
治
言─

曰
長
野
主
水
治
言
。
少
納
言
通
雄
。
天
延
元
年
七
月
、
御
札
削
解

官
。
宇
多
天
皇
御
世
、
寛
平
二
年
庚
戌
、
下
國
配
流
豊
後
國
。
自
通
雄
以
来
至

治
言
数
世
、
居
于
豊
後
國
玖
珠
郡
大
隈
村
。
（
中
略
）
永
禄
之
頃
亦
移
居
筑
前

上
座
郡
上
寺
村
。
」
『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

文
化
二
年

乙
丑

（
１
８
０
５
）

八
歳

〇
父
言
朝
死
。
四
十
三
歳
。

「
五
月
四
日
、
言
道
の
父
清
助
言
朝
没
。
年
四
十
三
．
福
岡
薬
院
香
正
寺
に

葬
る
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』（
梅
野
満
雄
著
）

〇
こ
の
頃
、
二
川
相
近
二

入
門
か
。

「
言
道
が
相
近
の
許
に
入
門
せ
る
は
こ
の
頃
の
こ
と
か
。
兄
言
愛
は
当
時
既

に
相
近
が
櫻
楓
堂
に
通
学
す
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』
三

「
家
系
及
び
一
族
」

〇
言
道
が
相
近
塾
に
入
門
し
た
時
期
は
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
当
時

の
入
門
の
慣
例
や
、
兄
言
愛
も
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
七
、
八
歳
の
頃
必
然

的
に
入
門
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
翁
（
言
道
）
が
二
川
塾
入
門
の
年
時
は
、
当
時
の
入
門
簿
な
き
為
め
討
尋
の

余
地
な
く
（
中
略
）
七
、
八
歳
の
頃
よ
り
、
兄
（
言
愛
）
に
伴
わ
れ
て
通
学
せ

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蓋
し
如
上
の
推
定
は
、
当
時
入
門
の
舊
慣
年
齢
、

並
に
翁
の
舊
居
安
学
橋
よ
り
、
桝
木
屋
町
な
る
相
近
塾
ま
で
の
距
離
約
十
四
、

五
町
餘
を
加
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
『
大
隈
言
道
翁
傳
』「
幼
時
と
修
養
期
」

〇
言
道
と
そ
の
師
相
近
の
関
係
は
、
二
川
瀧
三
郎
の
次
の
様
な
記
述
で
知
る
事

が
で
き
る
。

「
本
来
大
隈
家
と
の
交
渉
は
言
道
の
み
に
限
ら
ず
、
言
志
、
言
足
、
言
苗
等
の

人
々
及
び
同
家
女
性
も
、
或
は
、
書
、
或
は
和
歌
な
ど
、
相
近
以
来
習
学
し
て

ゐ
ま
し
て
格
別
親
密
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
相
近
長
女
鶴
子
の
記
録
に
も

言
道
が
毎
年
雪
見
に
来
し
を
、
相
近
没
年
に
来
訪
せ
ざ
り
し
と
て
、
之
を
か
こ

ち
た
る
左
の
歌
杯
に
て
も
そ
の
間
の
消
息
は
伺
わ
れ
ま
す
。

と
し
ご
と
に
雪
の
ふ
り
け
れ
ば

こ
と
み
ち
が

ゆ
き
見
に
、
と
て
と
ひ

し
か
。
こ
と
し
も
こ
ぞ
の
よ
ふ
に
雪
の
ふ
り
け
れ
ど
、
ち
ち
の
お
は
し
ま
さ
ね
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と
、
は
じ
め
て
「
天
保
四
年
の
あ
く
る
と
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

『
向
稜
集
』
の
書
き
始
め
を
、
天
保
四
、
五
年
か
ら
と
想
定
。
言
道
へ
の
望
東

の
入
門
も
こ
の
時
期
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
保
三
年
の
根

拠
は
歌
の
内
容
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
。
当
時
言
道
の
入
門
簿
も
な
く
、
望
東

尼
も
『
向
稜
集
』
以
外
で
年
代
を
は
っ
き
り
と
記
し
た
も
の
は
な
く
、
天
保
三

年
説
は
、
佐
佐
木
信
綱
の
発
言
を
、
後
人
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
点
目
は
、
『
野
村
望
東
尼
傳
・
獄
中
記

夢
か
ぞ
え
』（
小
河
扶
希
子
編
）

で
、
望
東
は
言
道
入
門
前
に
、
先
ず
二
川
相
近
に
入
門
し
て
お
り
、
相
近
が
門

を
閉
じ
た
の
が
、
天
保
三
年
頃
と
し
、
「
天
保
三
年
、
二
川
松
陰
、
門
を
閉
じ
、

同
門
の
商
人
（
質
屋
、
酒
屋
）
で
歌
人
・
大
隈
言
道
に
夫
婦
で
門
下
と
な
る
。

『
向
稜
集
』
詠
み
は
じ
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
根
拠
が
は
っ
き
り
と

は
示
さ
れ
て
い
ず
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

し
か
も
、
『
二
川
相
近
風
韻
』
の
「
二
川
相
近
年
譜
」
に
は
、

「
文
化
三
年

四
十
歳
、

十
一
月
母
死
去
。
冬
、
母
を
偲
ひ
て

お
ろ
か

な
る
身
を
い
か
に
せ
ん
た
ら
ち
ね
に
涙
は
か
り
を
手
向
け
に
は
し
て
こ
の
頃
よ

り
相
近
、
終
生
家
門
を
出
で
ず
。
」
と
あ
り
、
相
近
が
自
宅
に
引
き
篭
っ
た
時

期
が
『
野
村
望
東
尼
傳
・
獄
中
記

夢
か
ぞ
え
』
と
は
、
か
な
り
の
ず
れ
を
生

じ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
や
は
り
、
天
保
三
年
説
は
認
め
が
た
く
、

『
向
稜
集
』
の
記
述
よ
り
、
言
道
入
門
は
、
天
保
四
年
以
降
と
な
る
。

〇
五
月
、
『
や
ま
さ
と
和
歌
集
』（
石
松
元
啓
編
・
二
川
相
近
序
）
成
る
。
言
道

二
六
首
入
集
。
藩
内
の
百
三
十
三
人
の
歌
が
、
相
近
の
弟
子
、
石
松
元
啓
に
よ

り
編
纂
さ
れ
た
。
歌
数
五
〇
一
首
。
相
近
の
序
を
伴
う
。
こ
の
序
に
は
相
近
の

歌
に
対
す
る
姿
勢
が
よ
く
示
さ
れ
、
後
の
言
道
の
歌
論
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
翻
刻
す
る
。

う
た
は
思
ふ
こ
と
を
の
ぶ
る
物
な
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に

い
ひ
い
つ
る
ぞ
、
う
た
の
も
と
な
る
。
さ
れ
ば
そ
の
お
も
ひ

に
よ
り
て
、
し
ら
べ
の
あ
か
れ
る
も
、
く
だ
れ
る
も
あ
る
べ
し
。

ま
た
、
こ
と
ば
に
よ
り
て
、
き
こ
ゆ
る
も
、
き
こ
え
ぬ
も
あ
り
ぬ

べ
し
。
な
か
ご
ろ
う
た
あ
は
せ
て
ふ
こ
と
の
あ
り
し

よ
り
、
こ
な
た
は
、
こ
ゝ
ろ
に
お
も
は
ぬ
こ
と
を
し
ゐ
て
よ
み
い
で

つ
ゝ
、
ひ
と
に
か
た
ん
と
せ
し
わ
ざ
こ
そ
、
い
で
き
た
れ
ば

こ
と
は
も
あ
や
に
い
ひ
な
し
て
、
こ
と
や
う
な
る
わ
ざ
も
あ

る
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
、
お
も
ひ
を
の
ぶ
る
は
、
よ
そ
に
な
り
も
て

ゆ
き
て
た
ゞ
人
に
め
で
ゝ
ら
れ
ん
と
し
、
ひ
と
を
お
ど
ろ
」
一
・
ォ

か
さ
ん
と
す
る
が
う
た
人
の
わ
ざ
と
ぞ
な
れ
り
け
る
、
ほ
い

な
き
こ
と
に
な
ん
、
よ
ゝ
の
う
た
を
見
て
し
ら
る
。
さ
れ
ど

人
の
こ
ゝ
ろ
ま
こ
と
な
る
も
の
に
な
れ
ば
、
ま
た
お
の
づ

か
ら
に
お
も
ひ
の
ま
ま
な
る
も
、
そ
が
な
か
に
は
見
ゆ
る

ぞ
か
し
。
こ
れ
ま
た
世
々
の
歌
を
み
て
し
ら
る
。
ま
た

あ
ま
た
よ
む
を
、
お
の
が
功
と
せ
し
こ
と
も
、
人
に
か
た
ら
ん

と
な
せ
る
わ
ざ
に
な
ん
、
慈
円
僧
正
の
一
時
百
首
詞

書
な
ど
を
見
て
し
る
べ
し
。
か
あ
ゝ
る
わ
ざ
は
、
保
元
平

治
の
み
だ
れ
よ
り
こ
な
た
世
に
も
し
づ
か
な
ら
ず
。
ひ
と
／
＼

た
が
ひ
に
心
を
よ
せ
て
ひ
た
ふ
る
に
か
つ
こ
と
を
こ
の
め
」
一
・
ゥ

れ
ば
な
る
べ
し
。
元
和
の
大
御
世
よ
り
こ
な
た
世
も

ら
け
く
御
め
ぐ
み
も
た
み
く
さ
に
あ
ま
ね
く
な
り

は
じ
め
に
い
へ
る
な
ら
は
し
を
う
け
て
、
あ
り
の
ま
ゝ
に

い
へ
る
は
、
お
さ
な
き
わ
ざ
の
こ
と
お
も
ふ
人
の
は
べ
れ
ば

よ
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
そ
の
め

づ
ら
し
き
わ
ざ
は
人
々
の
さ
え
に
よ
り
て
い
で
き
た
る

も
の
な
れ
ば
、
お
し
な
べ
て
の
人
は
さ
と
り
が
た
き
も
あ
」
二
・
ォ

ら
ん
か
し
。
わ
が
と
も
な
る
、
い
し
ま
つ
ぬ
し
、
大
か
た
の

う
た
よ
ま
ぬ
人
ら
の
も
さ
と
い
や
す
き
う
た
ど
も
を

き
く
が
ま
に
／
＼
か
ひ
つ
め
て
、
山
里
歌
集
と
は
名
に

お
は
せ
た
り
。
こ
は
か
し
こ
か
れ
と
わ
が

君
の
山
よ
り
つ
ゝ
く
里
は
、
ふ
く
を
か
と
き
こ
え

た
ま
ひ
し
を
も
て
も
の
せ
し
と
ぞ
。
大
宰
府
に
は

わ
が
君
の
も
の
た
せ
給
ひ
し
万
葉
集
を
お
さ
め
ま
た
あ
る

人
の
家
に
は
玄
陳
か
か
き
て
奉
り
し
歌
詞
の
ふ
」
二
・
ゥ

み
な
と
も
は
べ
れ
は
こ
の
歌
よ
む
わ
ざ
は
わ
が

君
の
御
心
に
も
か
な
ひ
て
ん
か
し

天
保
さ
つ
き
二
川
相
近
し
る
す
」
三
・
ォ

（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）

こ
の
序
は
、
相
近
の
和
歌
に
対
す
る
「
う
た
は
思
ふ
こ
と
を
の
ぶ
る
物
な
れ
は

こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
い
ひ
い
づ
る
ぞ
う
た
の
も
と
な
る
」
と
い
う
見
解
が
は
っ
き

大隈言道研究 年譜編第Ⅰ部 （進藤 康子） 

ば

と
は
ざ
り
け
る

物
ご
と
に
つ
け
て

あ
り
し
を
し
の
び
て

か
な
し
う

な
ん
お
も
ひ
侍
り
て

雪
見
に
と
ゝ
ひ
こ
し
人
の
お
と
づ
れ
を
ま
つ
た
よ
り
な
き
宿
に
も
有
か
な

こ
そ
て
雪
見
に
と
ひ
し
人
さ
へ
も
と
は
ず
な
り
ぬ
る
宿
ぞ
か
な
し
き

と
あ
り
ま
し
て
、
言
道
は
相
近
歿
前
迄
は
相
当
訪
問
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
思

わ
れ
ま
す
。」

『
二
川
相
近
風
韻
』
四

文
化
三
年

丙
寅

（
１
８
０
６
）

九
歳

〇
兄
言
愛
没
。
十
九
歳
。

「
茂
甫
言
愛

十
九
歳
歿
」『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

「
十
二
月
五
日
、
兄
言
愛
歿
す
。
年
十
九
」『
大
隈
言
道
翁
傳
』（
梅
野
満
雄
著
）

○
野
村
も
と
（
野
村
望
東
尼
）
生
ま
れ
る
。

天
保
三
年

壬
申
（
１
８
３
２
）

三
五
歳

〇
こ
の
頃
か
ら
、
言
道
、
歌
を
教
え
始
め
る
。

「
歌
ま
き
を
つ
く
り
て

人
の
歌
の
よ
し
あ
し
を
い
ふ
こ
と

は
た
ち
あ
ま

り
二
と
せ
三
と
せ
に
や
な
る
ら
む
（
中
略
）
お
の
れ
が
つ
た
な
き
の
み
に
も
あ

ら
ず

む
か
し
の
歌
の
歌
ま
ね
の
み
に
て

い
づ
れ
も
今
ま
で
年
ふ
る
こ
と
い

と
久
し
け
れ
ば
（
中
略
）
た
け
た
る
人
よ
く
見
わ
か
ち
て

こ
の
道
い
や
ま
し

く
さ
く
花
の
ご
と

世
に
傳
は
れ
か
し

安
政
二
年
八
月
一
日

大
隈
言
道
し
る
す
」『
詠
草

文
月
の

巻

奥
書
』（『
大
隈
言
道
翁
傳
』
）
後
述
、
安
政
二
年
の
項
で
、
序
の
全
文
掲
載

参
照
。

こ
の
奥
書
に
於
い
て
、
安
政
二
年
八
月
一
日
付
け
で
、
「
は
た
ち
あ
ま
り
二

と
せ
三
と
せ
」
前
に
、
「
歌
ま
き
を
つ
く
り
て

人
の
歌
の
よ
し
あ
し
を
い
ふ
」

こ
と
を
は
じ
め
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
逆
算
す
る
と
二
十
二
、
三
年
前
と
い
え

ば
、
天
保
二
、
三
年
頃
で
、
言
道
三
四
、
五
歳
か
ら
、
和
歌
を
教
え
始
め
た
こ

と
が
わ
か
る
歌
稿
資
料
で
あ
る
。

「
歌
ま
き
」
と
い
う
の
は
、
月
ご
と
に
、
月
次
歌
会
を
開
き
、
門
下
生
の
歌

に
点
や
朱
比
を
つ
け
て
い
く
の
を
筆
録
者
が
筆
記
し
、
最
後
に
言
道
が
清
書
し

て
そ
れ
を
歌
会
の
最
高
得
点
者
の
賞
と
し
た
こ
と
を
言
う
五

。
現
存
し
て
い
る

歌
巻
は
『
葉
月
左
之
巻
三
巻
合
撰
』
『
霜
月
之
巻
一
三
合
撰
』
（
い
ず
れ
も
福
岡

市
博
物
館
蔵
）
や
『
仲
秋
巻
一
』（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
。
『
文
月
の

巻
』
は
、
梅
野
満
雄
の
著
書
の
中
で
、
書
名
と
序
の
引
用
部
分
を
知
る
の
み
で
、

今
は
現
存
し
な
い
。

天
保
四
年

癸
巳
（
１
８
３
３
）

三
六
歳

●
野
村
新
三
郎
貫
貞
六

と
そ
の
妻
も
と
七

が
、
言
道
に
入
門
。

●
今
ま
で
、
野
村
望
東
尼
に
関
す
る
多
く
の
論
文
や
、
『
望
東
尼
歌
文
集
』
佐

佐
木
信
綱
編
（
明
治
四
四
年
十
一
月
六
日
刊
）
、
『
大
隈
言
道
と
そ
の
歌
』
佐

佐
木
之
信
綱
編
（
大
正
十
五
年
五
月
十
四
日
刊
）
、
『
野
村
望
東
尼
全
集
』
佐

佐
木
信
綱
編
（
昭
和
三
三
年
四
月
十
五
日
刊
）
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
の
『
招

月
望
東
禅
尼
遺
品
目
録
』（
昭
和
四
八
年
十
一
月
五
日
刊
）
ま
で
が
、
貞
貫
と
も

と
の
言
道
入
門
時
期
を
天
保
三
年
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
が
無
い
。
強
い
て
資

料
を
求
め
る
と
す
れ
ば
次
の
二
点
の
資
料
が
考
え
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
望
東

尼
が
言
道
入
門
と
同
時
に
書
き
始
め
た
『
向
稜
集
』
八

（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
で

あ
る
。

『
向
稜
集
』
の
、
一
番
最
初
の
詞
書
に
、

言
道
大
人
を
わ
が
う
た
の
師
と
た
の
み
し
時
、
う
ひ
に
よ
み
た
り
し
と
し
の

は
じ
め
の
う
た

と
あ
り
、
言
道
に
師
事
し
た
年
は
記
し
て
い
な
い
。
十
三
首
目
の
詞
書
に
、

す
た
何
か
し
の
い
へ
を
つ
か
せ
け
る
わ
が
子
の
つ
ま
に
さ
だ
ま
り
け
る
む
す

め
が
、
天
保
四
年
の
八
月
五
日
に
、
ゆ
く
り
な
く
み
ま
か
り
て
、
あ
く
る
と
し

の
そ
の
よ
に
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と
、
は
じ
め
て
「
天
保
四
年
の
あ
く
る
と
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

『
向
稜
集
』
の
書
き
始
め
を
、
天
保
四
、
五
年
か
ら
と
想
定
。
言
道
へ
の
望
東

の
入
門
も
こ
の
時
期
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
保
三
年
の
根

拠
は
歌
の
内
容
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
。
当
時
言
道
の
入
門
簿
も
な
く
、
望
東

尼
も
『
向
稜
集
』
以
外
で
年
代
を
は
っ
き
り
と
記
し
た
も
の
は
な
く
、
天
保
三

年
説
は
、
佐
佐
木
信
綱
の
発
言
を
、
後
人
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
点
目
は
、
『
野
村
望
東
尼
傳
・
獄
中
記

夢
か
ぞ
え
』（
小
河
扶
希
子
編
）

で
、
望
東
は
言
道
入
門
前
に
、
先
ず
二
川
相
近
に
入
門
し
て
お
り
、
相
近
が
門

を
閉
じ
た
の
が
、
天
保
三
年
頃
と
し
、
「
天
保
三
年
、
二
川
松
陰
、
門
を
閉
じ
、

同
門
の
商
人
（
質
屋
、
酒
屋
）
で
歌
人
・
大
隈
言
道
に
夫
婦
で
門
下
と
な
る
。

『
向
稜
集
』
詠
み
は
じ
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
根
拠
が
は
っ
き
り
と

は
示
さ
れ
て
い
ず
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

し
か
も
、
『
二
川
相
近
風
韻
』
の
「
二
川
相
近
年
譜
」
に
は
、

「
文
化
三
年

四
十
歳
、

十
一
月
母
死
去
。
冬
、
母
を
偲
ひ
て

お
ろ
か

な
る
身
を
い
か
に
せ
ん
た
ら
ち
ね
に
涙
は
か
り
を
手
向
け
に
は
し
て
こ
の
頃
よ

り
相
近
、
終
生
家
門
を
出
で
ず
。
」
と
あ
り
、
相
近
が
自
宅
に
引
き
篭
っ
た
時

期
が
『
野
村
望
東
尼
傳
・
獄
中
記

夢
か
ぞ
え
』
と
は
、
か
な
り
の
ず
れ
を
生

じ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
や
は
り
、
天
保
三
年
説
は
認
め
が
た
く
、

『
向
稜
集
』
の
記
述
よ
り
、
言
道
入
門
は
、
天
保
四
年
以
降
と
な
る
。

〇
五
月
、
『
や
ま
さ
と
和
歌
集
』（
石
松
元
啓
編
・
二
川
相
近
序
）
成
る
。
言
道

二
六
首
入
集
。
藩
内
の
百
三
十
三
人
の
歌
が
、
相
近
の
弟
子
、
石
松
元
啓
に
よ

り
編
纂
さ
れ
た
。
歌
数
五
〇
一
首
。
相
近
の
序
を
伴
う
。
こ
の
序
に
は
相
近
の

歌
に
対
す
る
姿
勢
が
よ
く
示
さ
れ
、
後
の
言
道
の
歌
論
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
翻
刻
す
る
。

う
た
は
思
ふ
こ
と
を
の
ぶ
る
物
な
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に

い
ひ
い
つ
る
ぞ
、
う
た
の
も
と
な
る
。
さ
れ
ば
そ
の
お
も
ひ

に
よ
り
て
、
し
ら
べ
の
あ
か
れ
る
も
、
く
だ
れ
る
も
あ
る
べ
し
。

ま
た
、
こ
と
ば
に
よ
り
て
、
き
こ
ゆ
る
も
、
き
こ
え
ぬ
も
あ
り
ぬ

べ
し
。
な
か
ご
ろ
う
た
あ
は
せ
て
ふ
こ
と
の
あ
り
し

よ
り
、
こ
な
た
は
、
こ
ゝ
ろ
に
お
も
は
ぬ
こ
と
を
し
ゐ
て
よ
み
い
で

つ
ゝ
、
ひ
と
に
か
た
ん
と
せ
し
わ
ざ
こ
そ
、
い
で
き
た
れ
ば

こ
と
は
も
あ
や
に
い
ひ
な
し
て
、
こ
と
や
う
な
る
わ
ざ
も
あ

る
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
、
お
も
ひ
を
の
ぶ
る
は
、
よ
そ
に
な
り
も
て

ゆ
き
て
た
ゞ
人
に
め
で
ゝ
ら
れ
ん
と
し
、
ひ
と
を
お
ど
ろ
」
一
・
ォ

か
さ
ん
と
す
る
が
う
た
人
の
わ
ざ
と
ぞ
な
れ
り
け
る
、
ほ
い

な
き
こ
と
に
な
ん
、
よ
ゝ
の
う
た
を
見
て
し
ら
る
。
さ
れ
ど

人
の
こ
ゝ
ろ
ま
こ
と
な
る
も
の
に
な
れ
ば
、
ま
た
お
の
づ

か
ら
に
お
も
ひ
の
ま
ま
な
る
も
、
そ
が
な
か
に
は
見
ゆ
る

ぞ
か
し
。
こ
れ
ま
た
世
々
の
歌
を
み
て
し
ら
る
。
ま
た

あ
ま
た
よ
む
を
、
お
の
が
功
と
せ
し
こ
と
も
、
人
に
か
た
ら
ん

と
な
せ
る
わ
ざ
に
な
ん
、
慈
円
僧
正
の
一
時
百
首
詞

書
な
ど
を
見
て
し
る
べ
し
。
か
あ
ゝ
る
わ
ざ
は
、
保
元
平

治
の
み
だ
れ
よ
り
こ
な
た
世
に
も
し
づ
か
な
ら
ず
。
ひ
と
／
＼

た
が
ひ
に
心
を
よ
せ
て
ひ
た
ふ
る
に
か
つ
こ
と
を
こ
の
め
」
一
・
ゥ

れ
ば
な
る
べ
し
。
元
和
の
大
御
世
よ
り
こ
な
た
世
も

ら
け
く
御
め
ぐ
み
も
た
み
く
さ
に
あ
ま
ね
く
な
り

は
じ
め
に
い
へ
る
な
ら
は
し
を
う
け
て
、
あ
り
の
ま
ゝ
に

い
へ
る
は
、
お
さ
な
き
わ
ざ
の
こ
と
お
も
ふ
人
の
は
べ
れ
ば

よ
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
そ
の
め

づ
ら
し
き
わ
ざ
は
人
々
の
さ
え
に
よ
り
て
い
で
き
た
る

も
の
な
れ
ば
、
お
し
な
べ
て
の
人
は
さ
と
り
が
た
き
も
あ
」
二
・
ォ

ら
ん
か
し
。
わ
が
と
も
な
る
、
い
し
ま
つ
ぬ
し
、
大
か
た
の

う
た
よ
ま
ぬ
人
ら
の
も
さ
と
い
や
す
き
う
た
ど
も
を

き
く
が
ま
に
／
＼
か
ひ
つ
め
て
、
山
里
歌
集
と
は
名
に

お
は
せ
た
り
。
こ
は
か
し
こ
か
れ
と
わ
が

君
の
山
よ
り
つ
ゝ
く
里
は
、
ふ
く
を
か
と
き
こ
え

た
ま
ひ
し
を
も
て
も
の
せ
し
と
ぞ
。
大
宰
府
に
は

わ
が
君
の
も
の
た
せ
給
ひ
し
万
葉
集
を
お
さ
め
ま
た
あ
る

人
の
家
に
は
玄
陳
か
か
き
て
奉
り
し
歌
詞
の
ふ
」
二
・
ゥ

み
な
と
も
は
べ
れ
は
こ
の
歌
よ
む
わ
ざ
は
わ
が

君
の
御
心
に
も
か
な
ひ
て
ん
か
し

天
保
さ
つ
き
二
川
相
近
し
る
す
」
三
・
ォ

（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）

こ
の
序
は
、
相
近
の
和
歌
に
対
す
る
「
う
た
は
思
ふ
こ
と
を
の
ぶ
る
物
な
れ
は

こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
い
ひ
い
づ
る
ぞ
う
た
の
も
と
な
る
」
と
い
う
見
解
が
は
っ
き

大隈言道研究 年譜編第Ⅰ部 （進藤 康子） 

ば

と
は
ざ
り
け
る

物
ご
と
に
つ
け
て

あ
り
し
を
し
の
び
て

か
な
し
う

な
ん
お
も
ひ
侍
り
て

雪
見
に
と
ゝ
ひ
こ
し
人
の
お
と
づ
れ
を
ま
つ
た
よ
り
な
き
宿
に
も
有
か
な

こ
そ
て
雪
見
に
と
ひ
し
人
さ
へ
も
と
は
ず
な
り
ぬ
る
宿
ぞ
か
な
し
き

と
あ
り
ま
し
て
、
言
道
は
相
近
歿
前
迄
は
相
当
訪
問
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
思

わ
れ
ま
す
。」

『
二
川
相
近
風
韻
』
四

文
化
三
年

丙
寅

（
１
８
０
６
）

九
歳

〇
兄
言
愛
没
。
十
九
歳
。

「
茂
甫
言
愛

十
九
歳
歿
」『
清
原
姓
大
隈
氏
系
譜
』

「
十
二
月
五
日
、
兄
言
愛
歿
す
。
年
十
九
」『
大
隈
言
道
翁
傳
』（
梅
野
満
雄
著
）

○
野
村
も
と
（
野
村
望
東
尼
）
生
ま
れ
る
。

天
保
三
年

壬
申
（
１
８
３
２
）

三
五
歳

〇
こ
の
頃
か
ら
、
言
道
、
歌
を
教
え
始
め
る
。

「
歌
ま
き
を
つ
く
り
て

人
の
歌
の
よ
し
あ
し
を
い
ふ
こ
と

は
た
ち
あ
ま

り
二
と
せ
三
と
せ
に
や
な
る
ら
む
（
中
略
）
お
の
れ
が
つ
た
な
き
の
み
に
も
あ

ら
ず

む
か
し
の
歌
の
歌
ま
ね
の
み
に
て

い
づ
れ
も
今
ま
で
年
ふ
る
こ
と
い

と
久
し
け
れ
ば
（
中
略
）
た
け
た
る
人
よ
く
見
わ
か
ち
て

こ
の
道
い
や
ま
し

く
さ
く
花
の
ご
と

世
に
傳
は
れ
か
し

安
政
二
年
八
月
一
日

大
隈
言
道
し
る
す
」『
詠
草

文
月
の

巻

奥
書
』（『
大
隈
言
道
翁
傳
』
）
後
述
、
安
政
二
年
の
項
で
、
序
の
全
文
掲
載

参
照
。

こ
の
奥
書
に
於
い
て
、
安
政
二
年
八
月
一
日
付
け
で
、
「
は
た
ち
あ
ま
り
二

と
せ
三
と
せ
」
前
に
、
「
歌
ま
き
を
つ
く
り
て

人
の
歌
の
よ
し
あ
し
を
い
ふ
」

こ
と
を
は
じ
め
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
逆
算
す
る
と
二
十
二
、
三
年
前
と
い
え

ば
、
天
保
二
、
三
年
頃
で
、
言
道
三
四
、
五
歳
か
ら
、
和
歌
を
教
え
始
め
た
こ

と
が
わ
か
る
歌
稿
資
料
で
あ
る
。

「
歌
ま
き
」
と
い
う
の
は
、
月
ご
と
に
、
月
次
歌
会
を
開
き
、
門
下
生
の
歌

に
点
や
朱
比
を
つ
け
て
い
く
の
を
筆
録
者
が
筆
記
し
、
最
後
に
言
道
が
清
書
し

て
そ
れ
を
歌
会
の
最
高
得
点
者
の
賞
と
し
た
こ
と
を
言
う
五

。
現
存
し
て
い
る

歌
巻
は
『
葉
月
左
之
巻
三
巻
合
撰
』
『
霜
月
之
巻
一
三
合
撰
』
（
い
ず
れ
も
福
岡

市
博
物
館
蔵
）
や
『
仲
秋
巻
一
』（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
。
『
文
月
の

巻
』
は
、
梅
野
満
雄
の
著
書
の
中
で
、
書
名
と
序
の
引
用
部
分
を
知
る
の
み
で
、

今
は
現
存
し
な
い
。

天
保
四
年

癸
巳
（
１
８
３
３
）

三
六
歳

●
野
村
新
三
郎
貫
貞
六

と
そ
の
妻
も
と
七

が
、
言
道
に
入
門
。

●
今
ま
で
、
野
村
望
東
尼
に
関
す
る
多
く
の
論
文
や
、
『
望
東
尼
歌
文
集
』
佐

佐
木
信
綱
編
（
明
治
四
四
年
十
一
月
六
日
刊
）
、
『
大
隈
言
道
と
そ
の
歌
』
佐

佐
木
之
信
綱
編
（
大
正
十
五
年
五
月
十
四
日
刊
）
、
『
野
村
望
東
尼
全
集
』
佐

佐
木
信
綱
編
（
昭
和
三
三
年
四
月
十
五
日
刊
）
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
の
『
招

月
望
東
禅
尼
遺
品
目
録
』（
昭
和
四
八
年
十
一
月
五
日
刊
）
ま
で
が
、
貞
貫
と
も

と
の
言
道
入
門
時
期
を
天
保
三
年
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
が
無
い
。
強
い
て
資

料
を
求
め
る
と
す
れ
ば
次
の
二
点
の
資
料
が
考
え
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
望
東

尼
が
言
道
入
門
と
同
時
に
書
き
始
め
た
『
向
稜
集
』
八

（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
で

あ
る
。

『
向
稜
集
』
の
、
一
番
最
初
の
詞
書
に
、

言
道
大
人
を
わ
が
う
た
の
師
と
た
の
み
し
時
、
う
ひ
に
よ
み
た
り
し
と
し
の

は
じ
め
の
う
た

と
あ
り
、
言
道
に
師
事
し
た
年
は
記
し
て
い
な
い
。
十
三
首
目
の
詞
書
に
、

す
た
何
か
し
の
い
へ
を
つ
か
せ
け
る
わ
が
子
の
つ
ま
に
さ
だ
ま
り
け
る
む
す

め
が
、
天
保
四
年
の
八
月
五
日
に
、
ゆ
く
り
な
く
み
ま
か
り
て
、
あ
く
る
と
し

の
そ
の
よ
に
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り
⑤
み
が
く
れ
に
ふ
ゝ
み
し
さ
は
の
か
き
つ
ば
た
よ
の
ま
の
雨
に
さ
き
い
で
に
け

り
⑥
こ
の
ま
よ
り
に
は
に
移
ふ
夕
ひ
か
け
秋
の
い
ろ
に
も
な
り
に
け
る
か
な

⑦
た
び
に
し
て
ふ
る
さ
と
人
を
み
る
と
き
は
わ
か
た
ら
ち
ね
に
あ
ふ
こ
ゝ
ち
す

る

『
徒
然
集
』

（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）

天
保
七
年

丙
申
（
１
８
３
６
）

三
九
歳

〇
八
月
六
日
、
清
左
衛
門
言
則
に
家
業
を
譲
り
、
今
泉
に
隠
棲
す
る
。
「
さ
さ

の
や
」
と
呼
ん
だ
。

〇
「
天
保
七
年
さ
る
の
年
八
月
六
日
、
弟
に
家
を
譲
り
今
泉
に
移
る
。

〇
言
道
江
戸
へ
の
ぼ
る
。
其
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。

〇
九
月
二
七
日
、
二
川
相
近
没
。
七
十
歳
。
（
二
川
家
系
略
譜
よ
り
）

〇
言
道
は
江
戸
に
い
て
、
相
近
の
死
に
目
に
あ
え
な
か
っ
た

〇
十
月
、
『
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
』（
仮
題
）
歌
数
八
三
首
（
佐
伯
家
蔵
）

成
る
。

卷
子
仕
立
で
、
無
題
。
天
保
八
年
冬
十
月

言
道
并
書
」
と
識
す
。
一
〇

天
保
九
年

戊
戌
（
１
８
３
８
）

四
一
歳

〇
天
保
九
年
九
月
晦
日
、
言
道
、
相
近
三
年
忌
に
、
追
悼
の
歌
を
次
の
よ
う
に

詠
ん
だ
。二

川
の
大
人
み
ま
か
り
給
ひ
て
今
年
三
と
せ
に
な
り
給
ふ
を
い
た
み
て
、

お
の
が
知
れ
る
人
ど
ち
、
こ
な
た
か
な
た
に
つ
ど
ひ
て
歌
を
な
し
も
の
に
す
る

に
、
す
べ
て
ま
だ
し
き
人
々
な
れ
ば
、
よ
か
ら
ぬ
も
侍
る
め
れ
ど
、
此
の
ま
ま

に
う
ち
す
て
な
ん
も
ほ
い
な
し
と
て
、
か
く
か
い
つ
め
て
御
前
に
持
ち
さ
さ
げ

ま
つ
る
み
心
も
ま
し
ま
さ
ば
、
め
で
さ
せ
給
ふ
べ
し
。

天
保
九
年
長
月
晦

き
み
が
う
ゑ
し
に
は
の
楓
の
い
ろ
づ
け
ば
わ
か
れ
し
こ
ろ
に
な
る
ぞ
か
な
し

き

二
川
の
う
し
な
く
な
ら
せ
給
ひ
し
こ
ろ
は
江
戸
に
侍
り
け
る
に
、
今
年

三
と
せ
に
な
ら
せ
給
ふ
と
き
き
て

い
つ
の
ま
に
三
年
へ
に
け
ん
あ
づ
ま
に
て
驚
か
れ
し
は
け
ふ
に
ぞ
あ
り
け
る

み
筆
の
あ
と
を
見
て

い
ま
す
か
と
思
ふ
は
か
り
に
見
い
る
か
な
君
が
見
筆
の
み
と
せ
へ
ぬ
れ
ど
一
一

言
道
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
の
か
を
裏
付
け
る
資
料
が

未
だ
な
く
未
詳
で
あ
る
。

〇
十
一
月
、
『
新
泉
日
記
』
一
三
八
首
成
る
。
〔
佐
伯
家
蔵
〕
言
道
自
筆
歌
集
。

卷
子
。
外
題
、
内
題
と
も
に
「
新
泉
日
記
」
。
箱
書
き
が
あ
り
、
裏
に
言
道
の

自
筆
で
「
天
保
九
年
戊
仲
春
大
隈
言
道
書
」
と
あ
る
。
言
道
は
、
こ
の
二
年
前

の
天
保
七
年
八
月
に
家
業
を
弟
に
譲
り
、
歌
に
専
念
す
る
た
め
に
、
薬
院
か
ら

今
泉
の
「
さ
さ
の
や
」
に
移
り
住
ん
で
い
た
。
心
機
一
転
の
気
持
ち
の
顕
れ
と

し
て
、
つ
ま
り
、
新
生
の
第
一
歩
と
し
て
今
泉
に
移
り
住
み
庭
の
池
に
新
た
に

水
を
引
い
た
記
念
で
あ
ろ
う
。
一
二

言
道
の
後
記
を
次
に
記
す
。

右
の
う
た
ど
も
は
こ
の
ひ
と
ゝ
せ
ふ
た

と
せ
時
に
ふ
れ
て
よ
め
る
も
あ
り
。
ま
た

だ
い
を
い
だ
し
て
か
な
た
こ
な
た
に
て

よ
め
る
も
あ
り
。
き
こ
え
ぬ
う
た
、
と
ゝ
の

は
ぬ
う
た
あ
る
め
れ
ど
、
ゆ
き
の
う
ち
の

つ
れ
／
＼
に
、
た
ゝ
か
き
に
か
き
た
れ
ば
、

か
き
た
が
へ
も
あ
る
べ
し
見
ん

人
と
が
め
給
ふ
べ
か
ら
ず

言
道

こ
の
言
道
の
記
述
「
右
の
う
た
ど
も
は
こ
の
ひ
と
ゝ
せ
ふ
た
と
せ
時
に
ふ
れ

て
よ
め
る
」
よ
り
、
さ
さ
の
や
に
移
っ
て
き
て
か
ら
一
、
二
年
の
間
に
詠
ん
だ

歌
を
、
「
つ
れ
／
＼
に
」
集
め
て
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。

言
道
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
さ
さ
の
や
に
於
い
て
頻
繁
に
門
下
歌
会
を
開
き
は

じ
め
て
い
た
。
よ
っ
て
、
「
き
こ
え
ぬ
う
た
と
ゝ
の
は
ぬ
う
た
あ
る
め
れ
ど
」

「
人
と
が
め
給
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
謙
遜
の
言
葉
の
裏
に
、
歌
会
指
導
者
と
し
て

の
自
信
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。

天
保
十
年

丙
申
（
１
８
３
８
）

四
二
歳
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り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
言
道
は
こ
の
主
張
を
摂
取
し
、『
ひ
と
り
ご
ち
』
の
「
自

が
誠
忠
よ
り
ふ
と
言
ひ
出
る
な
れ
ば
、
自
然
の
物
と
い
ふ
べ
し
。
其
孤
言
（
ひ

と
り
ご
ち
）
則
ち
咏
差
な
れ
は
歌
な
り
」
と
述
べ
、
心
の
中
で
ひ
と
り
ご
と
を

呟
く
様
に
、
自
然
と
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
言
葉
の
そ
も
の
が
、
そ
の
人
本
来
の

歌
な
の
だ
と
い
う
考
え
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

ま
た
、
言
道
の
こ
の
頃
の
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
歌
集

『
や
ま
さ
と
和
歌
集
』
か
ら
は
、
言
道
の
古
典
模
倣
の
頃
の
歌
や
、
模
倣
か
ら

脱
し
て
和
歌
革
新
を
目
指
し
始
め
た
で
あ
ろ
う
歌
も
採
取
で
き
る
の
で
、
二
六

首
全
て
左
に
記
す
。

１

花
の
え
に
な
く
鶯
の
こ
ゑ
そ
ひ
ぬ
お
の
か
友
を
や
さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
ん

２

あ
さ
な
／
＼
き
な
く
う
く
ひ
す
な
か
ぬ
日
は
友
こ
そ
い
と
ゝ
こ
ひ
し
か
り

け
れ

３

わ
か
ひ
と
り
か
よ
ふ
は
か
り
に
な
り
に
け
り
春
草
お
ふ
る
池
の
つ
ゝ
み
は

い４

春
雨
の
は
る
ゝ
ま
に
／
＼
も
ゝ
と
り
の
声
も
こ
ほ
し
く
な
り
ま
さ
る
か
な

５

た
ゝ
な
は
る
山
も
か
ひ
な
し
か
り
か
ね
の
こ
と
そ
と
も
な
く
こ
え
て
い
ぬ

れ
は

６

世
の
う
さ
を
思
ひ
い
つ
へ
く
な
る
時
に
さ
け
る
桜
は
見
る
へ
か
り
け
り

７

わ
か
せ
こ
か
衣
春
雨
ふ
り
い
て
ぬ
ぬ
れ
な
は
花
と
と
も
に
ぬ
れ
な
ん

８

里
こ
と
に
ゆ
き
て
し
み
れ
は
春
ふ
か
み
ゝ
な
こ
の
も
と
に
花
は
ち
り
け
り

９

木
の
も
と
に
ち
り
ぬ
る
花
は
人
し
れ
す
今
宵
の
雨
に
な
か
る
へ
ら
な
り

わ
か
さ
し
ゝ
庭
の
う
の
花
も
ゝ
え
さ
し
い
つ
し
ら
波
と
人
に
見
え
ま
し

お
き
い
つ
る
朝
け
の
ま
ゝ
に
す
ゝ
し
き
は
苔
む
す
宿
の
庭
に
さ
り
つ
る

花
す
ゝ
き
た
ゝ
ひ
と
も
と
を
う
ゑ
し
よ
り
庭
は
の
へ
と
も
見
え
わ
た
る
か

な

あ
は
れ
わ
か
よ
に
ふ
る
ほ
と
は
さ
や
け
さ
の
今
宵
の
月
に
か
は
ら
す
も
か

な

月
影
の
か
た
ふ
く
ま
ゝ
に
こ
ほ
ろ
き
の
声
も
ひ
さ
し
く
な
り
ま
さ
る
か
な

聞
ま
ゝ
に
も
の
悲
し
く
そ
な
り
に
け
る
め
つ
ら
し
か
り
し
は
つ
か
り
の
こ

ゑ

こ
と
し
お
ひ
の
そ
の
ふ
の
は
ち
の
い
ち
し
る
く
あ
さ
ち
か
中
に
紅
葉
し
て

け
り

あ
さ
き
り
の
は
れ
て
し
み
れ
は
紅
葉
ち
る
秋
山
ち
か
く
我
は
き
に
け
り

や
ま
の
は
は
け
ふ
し
も
雪
と
な
り
な
ま
し
し
く
れ
の
ひ
ま
に
と
ひ
こ
わ
か

せ
こ

か
れ
ふ
し
て
波
に
ひ
た
せ
る
ま
こ
も
に
も
此
暁
の
霜
は
お
き
け
り

さ
ひ
し
ら
に
を
し
そ
鳴
く
な
る
紅
葉
も
な
か
れ
は
て
た
る
山
川
の
せ
に

わ
か
ゝ
と
の
木
立
に
さ
へ
て
見
え
さ
り
し
遠
山
の
は
は
雪
ふ
り
に
け
り

ち
り
は
て
ん
物
と
も
し
ら
て
み
の
む
し
の
秋
の
こ
の
は
に
猶
す
か
る
ら
ん

我
よ
り
も
後
に
生
に
し
姫
小
松
か
け
ふ
む
は
か
り
い
つ
な
り
に
け
む

君
と
は
す
な
り
に
し
日
よ
り
さ
ひ
し
き
は
ひ
と
り
す
ゝ
き
の
ま
ね
く
な
り

け
り

山
川
の
き
よ
き
あ
た
り
に
す
む
人
は
千
代
と
も
し
ら
て
千
代
や
へ
な
ま
し

ひ
は
り
あ
か
る
そ
ろ
を
し
み
れ
は
は
て
も
な
し
君
か
よ
は
ひ
も
か
ゝ
れ
と

思
ふ

『
や
ま
さ
と
和
歌
集
』

（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）

以
上
よ
り
、
言
道
の
初
期
の
作
品
を
見
る
と
、
古
典
の
物
ま
ね
か
ら
脱
し
様
と

す
る
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
２
２
番
歌
や
２
４
番
歌
な
ど
は
、
言
道
の

和
歌
革
新
へ
の
、
覚
醒
後
に
頻
り
に
作
ら
れ
た
作
風
ヘ
通
じ
る
。

こ
の
歌
集
に
は
、
後
に
言
道
と
人
気
を
二
分
す
る
事
に
な
る
藤
田
正
兼
や
、

相
近
の
師
、
青
柳
種
麿
（
種
信
）
、
竹
田
定
直
、
仙
涯
禅
師
ら
も
名
を
連
ね
て

お
り
、
相
近
の
人
脈
の
幅
広
さ
を
知
る
事
が
出
来
る
。
九

天
保
六
年

乙
未
（
１
８
３
５
）

三
八
歳

〇
三
月
、
『
徒
然
集
』
成
る
。
全
歌
数
四
一
首
、
二
川
相
近
編
、
言
道
清
書
、

作
者
は
言
道
も
含
め
て
八
名
。
相
近
門
下
の
親
し
い
人
々
の
中
か
ら
、
相
近
が

選
ん
だ
。
言
道
の
歌
は
七
首
入
集
し
て
い
る
の
で
、
次
に
挙
げ
る
。
こ
の
う
ち
、

先
に
挙
げ
た
『
や
ま
さ
と
和
歌
集
』
と
重
な
る
歌
も
あ
る
が
、
言
道
の
場
合
は

重
複
し
て
い
な
い
。

①
た
ち
い
づ
る
小
ま
つ
が
は
ら
ぞ
め
づ
ら
し
き
ふ
ゆ
ご
も
り
し
て
ほ
ど
を
へ
ぬ

れ
ば

②
は
る
が
す
み
へ
だ
て
る
け
さ
は
や
ま
も
な
し
か
ぎ
り
も
わ
か
ぬ
の
べ
と
見
へ

つ
ゝ

③
さ
く
ら
ち
る
こ
ろ
に
し
な
れ
ば
い
ほ
の
と
を
ひ
ら
き
も
あ
へ
ず
人
ぞ
問
け
る

④
き
の
ふ
け
ふ
こ
ゝ
ら
の
花
も
ち
り
し
か
ど
こ
ず
ゑ
の
い
ろ
は
か
は
ら
ざ
り
け
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り
⑤
み
が
く
れ
に
ふ
ゝ
み
し
さ
は
の
か
き
つ
ば
た
よ
の
ま
の
雨
に
さ
き
い
で
に
け

り
⑥
こ
の
ま
よ
り
に
は
に
移
ふ
夕
ひ
か
け
秋
の
い
ろ
に
も
な
り
に
け
る
か
な

⑦
た
び
に
し
て
ふ
る
さ
と
人
を
み
る
と
き
は
わ
か
た
ら
ち
ね
に
あ
ふ
こ
ゝ
ち
す

る

『
徒
然
集
』

（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
）

天
保
七
年

丙
申
（
１
８
３
６
）

三
九
歳

〇
八
月
六
日
、
清
左
衛
門
言
則
に
家
業
を
譲
り
、
今
泉
に
隠
棲
す
る
。
「
さ
さ

の
や
」
と
呼
ん
だ
。

〇
「
天
保
七
年
さ
る
の
年
八
月
六
日
、
弟
に
家
を
譲
り
今
泉
に
移
る
。

〇
言
道
江
戸
へ
の
ぼ
る
。
其
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。

〇
九
月
二
七
日
、
二
川
相
近
没
。
七
十
歳
。
（
二
川
家
系
略
譜
よ
り
）

〇
言
道
は
江
戸
に
い
て
、
相
近
の
死
に
目
に
あ
え
な
か
っ
た

〇
十
月
、
『
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
』（
仮
題
）
歌
数
八
三
首
（
佐
伯
家
蔵
）

成
る
。

卷
子
仕
立
で
、
無
題
。
天
保
八
年
冬
十
月

言
道
并
書
」
と
識
す
。
一
〇

天
保
九
年

戊
戌
（
１
８
３
８
）

四
一
歳

〇
天
保
九
年
九
月
晦
日
、
言
道
、
相
近
三
年
忌
に
、
追
悼
の
歌
を
次
の
よ
う
に

詠
ん
だ
。二

川
の
大
人
み
ま
か
り
給
ひ
て
今
年
三
と
せ
に
な
り
給
ふ
を
い
た
み
て
、

お
の
が
知
れ
る
人
ど
ち
、
こ
な
た
か
な
た
に
つ
ど
ひ
て
歌
を
な
し
も
の
に
す
る

に
、
す
べ
て
ま
だ
し
き
人
々
な
れ
ば
、
よ
か
ら
ぬ
も
侍
る
め
れ
ど
、
此
の
ま
ま

に
う
ち
す
て
な
ん
も
ほ
い
な
し
と
て
、
か
く
か
い
つ
め
て
御
前
に
持
ち
さ
さ
げ

ま
つ
る
み
心
も
ま
し
ま
さ
ば
、
め
で
さ
せ
給
ふ
べ
し
。

天
保
九
年
長
月
晦

き
み
が
う
ゑ
し
に
は
の
楓
の
い
ろ
づ
け
ば
わ
か
れ
し
こ
ろ
に
な
る
ぞ
か
な
し

き

二
川
の
う
し
な
く
な
ら
せ
給
ひ
し
こ
ろ
は
江
戸
に
侍
り
け
る
に
、
今
年

三
と
せ
に
な
ら
せ
給
ふ
と
き
き
て

い
つ
の
ま
に
三
年
へ
に
け
ん
あ
づ
ま
に
て
驚
か
れ
し
は
け
ふ
に
ぞ
あ
り
け
る

み
筆
の
あ
と
を
見
て

い
ま
す
か
と
思
ふ
は
か
り
に
見
い
る
か
な
君
が
見
筆
の
み
と
せ
へ
ぬ
れ
ど
一
一

言
道
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
の
か
を
裏
付
け
る
資
料
が

未
だ
な
く
未
詳
で
あ
る
。

〇
十
一
月
、
『
新
泉
日
記
』
一
三
八
首
成
る
。
〔
佐
伯
家
蔵
〕
言
道
自
筆
歌
集
。

卷
子
。
外
題
、
内
題
と
も
に
「
新
泉
日
記
」
。
箱
書
き
が
あ
り
、
裏
に
言
道
の

自
筆
で
「
天
保
九
年
戊
仲
春
大
隈
言
道
書
」
と
あ
る
。
言
道
は
、
こ
の
二
年
前

の
天
保
七
年
八
月
に
家
業
を
弟
に
譲
り
、
歌
に
専
念
す
る
た
め
に
、
薬
院
か
ら

今
泉
の
「
さ
さ
の
や
」
に
移
り
住
ん
で
い
た
。
心
機
一
転
の
気
持
ち
の
顕
れ
と

し
て
、
つ
ま
り
、
新
生
の
第
一
歩
と
し
て
今
泉
に
移
り
住
み
庭
の
池
に
新
た
に

水
を
引
い
た
記
念
で
あ
ろ
う
。
一
二

言
道
の
後
記
を
次
に
記
す
。

右
の
う
た
ど
も
は
こ
の
ひ
と
ゝ
せ
ふ
た

と
せ
時
に
ふ
れ
て
よ
め
る
も
あ
り
。
ま
た

だ
い
を
い
だ
し
て
か
な
た
こ
な
た
に
て

よ
め
る
も
あ
り
。
き
こ
え
ぬ
う
た
、
と
ゝ
の

は
ぬ
う
た
あ
る
め
れ
ど
、
ゆ
き
の
う
ち
の

つ
れ
／
＼
に
、
た
ゝ
か
き
に
か
き
た
れ
ば
、

か
き
た
が
へ
も
あ
る
べ
し
見
ん

人
と
が
め
給
ふ
べ
か
ら
ず

言
道

こ
の
言
道
の
記
述
「
右
の
う
た
ど
も
は
こ
の
ひ
と
ゝ
せ
ふ
た
と
せ
時
に
ふ
れ

て
よ
め
る
」
よ
り
、
さ
さ
の
や
に
移
っ
て
き
て
か
ら
一
、
二
年
の
間
に
詠
ん
だ

歌
を
、
「
つ
れ
／
＼
に
」
集
め
て
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。

言
道
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
さ
さ
の
や
に
於
い
て
頻
繁
に
門
下
歌
会
を
開
き
は

じ
め
て
い
た
。
よ
っ
て
、
「
き
こ
え
ぬ
う
た
と
ゝ
の
は
ぬ
う
た
あ
る
め
れ
ど
」

「
人
と
が
め
給
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
謙
遜
の
言
葉
の
裏
に
、
歌
会
指
導
者
と
し
て

の
自
信
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。

天
保
十
年

丙
申
（
１
８
３
８
）

四
二
歳
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〇
四
月
八
日
、
言
道
、
日
田
咸
宜
園
の
廣
瀬
淡
窓
に
入
門
す
る
。

「
筑
前
人
大
隈
清
助
入
門
。
居
鍛
冶
屋
一
三

」
『
醒
斎
日
暦
』
一
四

の
、
天
保
十

年
四
月
八
日
の
記
事
と
し
て
、
淡
窓
は
言
道
入
門
を
記
録
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
咸
宜
園
の
『
入
門
簿
』
続
編
巻
五
に
は
、
「
天
保
十
巳
亥
四
月
十

日
」
付
け
で筑

前
福
岡

大
隈
清
助

四
二
歳

入
門

天
保
十
巳
亥
四
月
十
日

紹
介

廣
瀬

信
平
一
五

と
記
録
さ
れ
、
梅
野
満
雄
の
『
大
隈
言
道
年
譜
』
は
、
こ
の
『
入
門
簿
』
の
方

の
日
付
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
淡
窓
の
記
録
の
日
付
で
入
門
し

て
い
る
。
入
門
の
際
の
手
続
き
な
ど
で
記
載
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、

「
四
月
八
日
」
入
門
と
し
た
い
。
紹
介
者
の
廣
瀬
信
平
は
、
淡
窓
の
弟
で
、
藩

の
ご
用
達
で
あ
っ
た
の
で
、
商
人
の
言
道
と
は
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
．

咸
宜
園
に
、
四
二
歳
と
い
う
年
齢
で
の
入
門
は
異
例
で
あ
っ
た
の
で
、
歌
人

と
し
て
一
家
を
成
し
て
い
た
言
道
に
と
っ
て
は
、
淡
窓
か
ら
学
ぼ
う
と
し
た
の

は
、
淡
窓
の
幅
広
い
漢
学
の
思
想
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、
漢
詩
の
造
詣
を

深
め
、
自
分
の
学
問
を
、
ひ
い
て
は
、
模
索
中
の
歌
論
の
根
本
思
想
を
再
確
認

す
る
た
め
の
入
門
で
は
な
か
っ
た
か
。

〇
四
月
二
十
日
、
塾
の
月
旦
評
の
行
わ
れ
た
時
、
言
道
は
客
席
に
待
っ
た
こ
と

が
『
醒
斎
日
暦
』
か
ら
わ
か
る
。

ま
た
、
『
扶
桑
会
雑
記
』
一
六
（
小
金
丸
金
生
一
七

）
に
よ
る
と
、
「
翁
あ
る
時
、

筆
の
す
さ
び
に
書
出
ら
れ
た
る
文
の
机
上
に
あ
り
し
を
淡
窓
見
ら
れ
て
、
其
才

の
優
れ
た
る
を
知
り
、
そ
れ
よ
り
後
は
、
別
間
に
置
き
て
客
人
の
如
く
も
て
な

さ
れ
た
」
と
あ
り
、
言
道
は
来
賓
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〇
五
月
二
日
、
言
道
、
咸
宜
園
を
去
る
。

『
醒
斎
日
暦
』
に
は
五
月
二
日
の
記
事
に
「
清
助
告
別
」
と
あ
る
。

〇
こ
の
頃
、
歌
論
『
こ
そ
の
ち
り
』
一
八

を
記
す
。

〇
こ
の
頃
、『
笠
山
集
』
一
九

成
る
。
大
本
、
写
本
、
四
巻
四
冊
。
八
八
四
首
。
天

保
三
年
か
ら
天
保
九
年
ま
で
の
言
道
門
下
歌
集
。
作
者
は
、
言
道
、
野
村
貞
貫
、

野
村
も
と
こ
、
佐
伯
常
貞
な
ど
五
十
名
。
編
者
不
明
。
佐
伯
常
貞
が
筆
録
、
編

集
か
。
（
佐
伯
家
蔵
）

天
保
十
一
年

庚
子
（
１
８
３
９
）

四
三
歳

〇
四
月
、
『
春
野
集
』
谷
川
本
二
〇

（
桑
原
氏
蔵
）
言
道
自
筆
歌
集
。
卷
子
。

箱
底
に
「
天
保
十
一
年
子
四
月

大
隈
言
道
并
書
」
と
あ
る
。
一
三
三
首
の
う

た
す
べ
て
が
、
天
保
十
年
春
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
、
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

天
保
十
年
は
お
り
し
も
淡
窓
に
入
門
し
た
時
で
、
田
代
か
ら
日
田
に
向
か
う
途

中
の
歌
も
あ
る
。
奥
書
に
「
天
保
十
一
年
四
月

大
隈
言
道

谷
川
幹
辰
二
一

ぬ

し
」
と
書
か
れ
、
谷
川
幹
辰
に
贈
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
、
谷
川
本
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
奥
書
部
分
を
次
に
挙
げ
る
。

お
の
れ
が
と
も
な
る
た
に
が
は
ぬ
し
は

は
や
く
よ
り
う
た
の
み
ち
に
い
り
て

よ
く
物
せ
ら
れ
し
か
ど
、
つ
か
へ
の
道

い
と
こ
と
し
げ
く
て
、
な
み
／
＼
の
人

な
ら
ば
い
か
で
と
お
も
ひ
侍
る
を

を
り
に
ふ
れ
、
こ
と
に
よ
り
て
、
物
せ

ら
る
ゝ
う
た
の
い
と
を
か
し
く
あ
は

れ
に
、
た
く
み
に
、
い
と
い
と
ま
お
ほ
き
人

の
わ
ざ
に
も
お
よ
ぶ
ま
し
う
、
い
か
で

か
く
ま
で
に
は
、
と
、
お
も
ふ
ば
か
り
に
な
ん
。

さ
て
か
く
も
の
せ
ら
る
ゝ
ま
に
／
＼
、
お
の

れ
が
う
た
を
も
こ
は
る
れ
ば
、
つ
た
な

き
物
か
ら
、
こ
ぞ
の
は
る
よ
み
い
で
た
る
う
た

ど
も
を
か
い
つ
め
て
、
見
せ
ま
ゐ
ら
す

よ
か
ら
ぬ
う
た
の
お
ほ
き
は
、
い
ふ
も
さ
ら

な
れ
ど
、
そ
を
撰
び
す
て
ゝ
は
の
こ
る

ま
じ
う
思
ひ
侍
れ
ば
、
何
の
わ
か
ち

も
な
く
か
い
つ
め
侍
る
。
こ
の
み
ち

よ
く
し
れ
る
人
の
お
の
れ
が
ほ
ど
を
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し
り
て
、
一
う
た
に
て
も
あ
は
れ
と

み
た
ま
は
ゞ
、
い
か
ば
か
り
か
う
れ

し
か
ら
む

天
保
十
一
年
四
月

大
隈
言
道

谷
川
幹
辰
ぬ
し

伊
東
尾
四
郎
は
「
春
野
集
は
天
保
十
一
年
、
谷
川
幹
辰
に
書
き
手
与
え
し
も

の
、
天
保
十
二
年
山
鹿
良
甫
に
与
え
し
も
の
、
及
び
小
林
重
治
に
与
え
し
も
の

な
ど
数
通
あ
り
」
と
「
筑
紫
史
談
」
第
十
五
集
に
お
い
て
、
書
名
の
報
告
さ
れ

て
い
た
が
、
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
二
二

。
「
春
野
集
」
の
諸
本
を
便

宜
上
、
「
谷
川
本
」
「
山
鹿
本
」
「
小
林
本
」
と
し
て
区
別
す
る
。

天
保
十
二
年

辛
丑
（
１
８
４
０
）

四
四
歳

●
四
月
、
『
春
野
集
』
山
鹿
本
、
一
二
一
首
。
（
山
鹿
氏
蔵
）
。
言
道
自
筆
歌

集
。
卷
子
。
箱
底
に
「
朝
倉
住
山
鹿
昌
成
蔵
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
言
道
が
山

鹿
良
甫
に
書
き
与
え
た
歌
集
。
歌
は
「
谷
川
本
」
よ
り
十
二
首
少
な
い
が
、
す

べ
て
一
年
前
の
「
谷
川
本
」
の
重
複
歌
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、
こ
の
本
の
成
立

の
経
緯
が
わ
か
る
の
で
次
に
挙
げ
る
。
奥
書
の
内
容
も
谷
川
本
と
重
な
る
と
こ

ろ
が
多
々
あ
る
。

わ
が
お
し
え
こ
た
に
か
は
幹
辰

と
し
こ
ろ
う
た
を
よ
く
よ
み
て

い
と
を
か
し
き
人
な
れ
は
こ
の

ま
き
を
か
き
て
つ
か
は
し
け
る
を

こ
た
び
や
ま
が
ぬ
し
が
も
と
め

に
ま
か
せ
て
、
お
な
じ
う
た
を

も
の
し
て
お
く
ら
ん
と
す
る
に
、

す
べ
て
こ
そ
の
ひ
と
は
る
の
う
た

に
ず
あ
れ
ば
、
い
と
に
た
り
が
は
し
く

よ
き
う
た
す
く
な
く
、
こ
と
／
＼
し

く
の
も
の
せ
ん
も
、
い
か
ゝ
な
れ
ど
、

し
ひ
て
こ
は
る
ゝ
に
ま
か
せ

ぬ
れ
ば
、
こ
の
み
ち
よ
く
し
れ
る
人

お
の
れ
が
ほ
ど
を
し
り
て

ひ
と
う
た
に
て
も
あ
は
れ
と

見
た
ま
は
ら
ば
い
か
ば
か
り
か

う
れ
し
か
ら
ん
。
す
べ
て

う
た
は
や
す
く
す
ら
り
と
よ
ま

て
は
、
ま
な
び
え
が
た
く
、
万
葉

古
今
な
ど
の
す
が
た
を
よ
く

よ
み
と
れ
り
と
見
ゆ
る
う
た
は
、

な
か
／
＼
に
、
万
葉
古
今
な
ど

に
い
と
ち
ほ
さ
か
る
う
た
と

こ
ゝ
ろ
得
へ
し
。
今
の
人

よ
く
い
に
し
へ
を
学
び
え
た
ら
ん
。

人
は
、
い
に
し
へ
に
な
か
／
＼
た
が

へ
る
さ
ま
こ
そ
、
い
で
く
べ
け
れ
。

人
ま
ろ
、
赤
人
の
う
た
に
、
貫
之

み
つ
ね
の
う
た
は
に
ず
。
つ
ら
ゆ
き

み
つ
ね
の
う
た
に
、
定
家
、
家
隆

の
う
た
も
に
ず
。
こ
れ
に
て
さ

と
る
べ
し
。
今
の
世
に
、
古
言
家

と
て
す
が
た
の
み
い
に
し
へ
に

に
せ
て
つ
く
り
い
た
せ
そ
と
、
そ
れ

な
ら
ば
、
貫
之
、
定
家
、
今
の
人

に
は
お
と
り
た
ま
は
ん
や
、
お
の

れ
と
て
も
、
今
の
人
な
み
に
は

つ
く
り
い
だ
す
べ
し
。
さ
れ
ど

あ
ま
た
と
し
こ
ゝ
ろ
み
て

わ
が
う
た
を
よ
ま
ん
の
こ
ゝ
ろ

よ
り
、
か
く
な
に
と
も
な
き
う
た
を

よ
み
い
づ
る
こ
と
な
り
。
な
に
と
な

け
れ
ど
、
こ
ゝ
ろ
お
く
れ
た
る
人
の

こ
ゝ
ろ
う
べ
き
ゝ
は
に
あ
ら
ず
。

つ
ば
ら
に
は
筆
に
は
か
き
が
た
し

天
保
十
二
年
四
月

大
隈
言
道

山
鹿
良
甫
二
三

ぬ
し
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と
い
う
。
観
魚
荘
の
言
道
遺
墨
の
中
に
、
淡
窓
が
書
き
与
え
た
折
の
詩
は
、
そ

の
折
の
実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。
推
敲
前
の
初
案
を
次
に
示
す
。
二
七

卅
一
歌
風
自
作
家
園
多
幽

趣
亦
堪
誇
短
雛
陰
影
蕉
＋
酉
平

池
水
杜
宇
花
交
燕
子
花

春
晩
過
大
隈
君
幽
居

廣
瀬
建
拝

淡
窓
先
生
む
か
し
芽
屋
を
と
ふ
ら
ひ
給
ひ
け
る
時
い
け
の
燕
子
花

垣
の
つ
ゝ
し
な
と
さ
け
り
け
る
を
こ
と
に
め
て
ゝ
つ
く
ら
れ
た
る
詩
也

こ
の
詩
遠
思
楼
詩
集
に
も
見
え
た
り
こ
の
詩
を
見
れ
は
そ
の
時
の
さ
ま
今
も

お
も
ひ
い
て
ゝ
見
る
か
こ
と
し
さ
れ
は
か
く
も
に
し
て
此
に
の
こ
し
お
く
も
の

な
り

安
政
四
丁
巳
浪
花
に
し
て
大
隈
言
道

〔
つ
づ
く
〕 

      

校
註 

                                        

          

 

一 

中
牟
田
浙
江
「
文
政
中
ノ
人

俗
ニ

一
ニ
浙
江

二
ニ
曇
栄

三
四
カ
無

ク
テ

五
南
冥
ト
云
フ
」
『
筑
前
名
家
人
物
史
』（
森
政
太
郎
編

昭
和
五
四
年

刊
） 

二 

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月
、
黒
田
藩
の
御
料
理
人
頭
格
で
あ
っ
た

枡
木
屋
町
（
現
在
の
唐
人
町
）
に
生
ま
れ
た
。
松
陰
と
号
し
、
通
称
を
幸
之
進

と
い
っ
た
。
幼
く
し
て
亀
井
南
冥
に
師
事
し
て
、
甘
棠
舘
に
学
び
（
中
略
）
専

心
書
道
の
研
鑚
に
励
み
大
師
流
そ
の
他
の
書
法
を
学
び
、
二
川
様
を
創
始
し
て
、

「
執
筆
法
」
を
著
し
た
。
国
学
を
田
尻
梅
翁
・
青
柳
種
信
に
学
び
（
中
略
）
今

                                        

                                        

                               

 

様
に
巧
み
で
「
鴫
の
は
ね
か
き
」
の
遺
稿
が
あ
る
。
文
化
三
年
頃
か
ら
門
を
閉

ざ
し
て
不
出
門
の
ま
ま
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
二
十
日
没
。
行
年
七

十
歳
。
墓
は
大
手
門
二
丁
目
、
園
応
寺
に
あ
る
。
『
招
月
望
東
禅
尼
遺
品
目
録
』

（
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
） 

三 

『
大
隈
言
道
と
そ
の
歌
』（
佐
々
木
信
綱
・
梅
野
満
雄
編
）
所
収
。
大
正
十

五
年
刊
。 

四 

二
川
瀧
三
郎
編
昭
和
十
一
年
刊 

五 

進
藤
康
子
『
言
道
の
月
次
歌
会
「
ま
と
ゐ
」
を
め
ぐ
っ
て─

付
翻
刻
九
大
本

『
仲
秋
巻
一
』
（
「
香
椎
潟
」
第
四
二
号
参
照
。 

六 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
没
。
六
六
歳
。
幼
名
男
久
。
新
三
郎
。
前
名
貞

能
。
福
岡
藩
士
で
、
録
四
一
三
石
の
馬
廻
組
で
あ
っ
た
。
同
藩
士
浦
野
重
右
衛

門
勝
幸
の
二
女
も
と
を
後
妻
と
し
た
。
和
歌
を
好
み
夫
婦
共
に
大
隈
言
道
の
門

下
生
と
な
る
。 

七 

野
村
も
と
、
後
の
望
東
尼
。
文
化
三
年
（
１
８
０
６
）
九
月
六
日
、
黒
田

藩
士
浦
野
勝
幸
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
隈
言
道
の
高
弟
。
１
８
５
９
年

（
安
政
六
年
）
夫
貞
貫
没
後
、
剃
髪
し
て
招
月
望
東
前
尼
と
な
る
。
慶
応
三
年

（
１
８
６
７
）
十
一
月
六
日
没
。
六
二
歳
。 

八 

天
保
四
年
以
降
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
の
歌
が
１
６
５
０
首
。
文
久
三
年
の

言
道
の
序
を
伴
う
。 

九 

梅
野
満
雄
『
大
隈
言
道
翁
傳
』
に
序
の
部
分
が
紹
介
（
漢
字
か
な
混
じ
り

に
替
え
て
掲
載
）
。
穴
山
健
『
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」「
徒
然
集
」
』（
有
明
工
業

専
門
学
校
紀
要
９
号
・
昭
和
４
８
年
）
が
あ
る
。 

一
〇 

福
岡
女
子
短
大
紀
要
第
四
二
号
（
平
成
十
二
月
三
十
日
発
行
）
穴
山
建
翻

刻
『
（
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
）
』
参
照
。 

一
一

『
大
隈
言
道
傳
』所
収
。

一
二 

福
岡
女
子
短
大
紀
要
第
四
二
号
（
平
成
十
二
月
三
十
日
発
行
）
穴
山
建
翻

刻
『
（
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
）
』
・
言
道
自
筆
『
新
泉
日
記
』
参
照
。 

一
三 

鍛
冶
屋
と
は
、
当
時
、
咸
宜
園
入
門
し
た
て
の
者
が
入
る
宿
舎
の
名
。 

一
四 

『
廣
瀬
淡
窓
全
集
』
所
収
、
淡
窓
の
日
記
『
醒
斎
日
暦
』
巻
十
七 

一
五 

淡
窓
の
弟
。
伸
平
。
藩
の
ご
用
達
を
勤
め
る
。 

一
六 

『
大
隈
言
道
傳
』
所
収
。 

一
七 

言
道
門
人
。 

一
八 

言
道
の
歌
道
に
関
す
る
考
え
を
随
筆
的
に
ま
と
め
た
も
の
。
自
筆
原
本

は
辛
島
小
四
郎
蔵
で
あ
っ
た
が
、
『
大
隈
言
道
』（
佐
佐
木
信
綱
・
梅
野
満
雄
共

大隈言道研究 年譜編第Ⅰ部 （進藤 康子） 

「
谷
川
本
」
の
奥
書
「
お
の
れ
が
と
も
な
る
た
に
が
わ
ぬ
し
は
」
を
、
「
山

鹿
本
」
で
は
「
わ
か
お
し
え
ご
た
に
が
は
幹
辰
」
と
言
う
よ
う
に
「
友
」
が
「
教

え
子
」
に
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
谷
川
幹
辰
に
気
を
遣
っ
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、「
こ
ぞ
の
は
る
よ
み
い
で
た
る
う
た
ど
も
を
か
い
つ
め

て
、
見
せ
ま
ゐ
ら
す
。
よ
か
ら
ぬ
う
た
の
お
ほ
き
は
、
い
ふ
も
さ
あ
な
れ
ど
」

が
「
こ
た
び
や
ま
が
ぬ
し
の
も
と
め
に
ま
か
せ
て
、
お
な
じ
う
た
を
も
の
し
て

お
く
ら
ん
と
す
る
」
と
山
鹿
本
作
成
の
経
緯
を
改
め
て
断
っ
た
上
で
「
こ
ぞ
の

ひ
と
は
る
の
う
た
に
し
あ
れ
ば
、
い
と
み
だ
り
が
は
し
く
、
よ
き
う
た
す
く
な

く
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
こ
の
み
ち
よ
く
し
れ
る
人
お
の
れ
が
ほ
ど
を
し
り
て
、
ひ
と
う

た
に
て
も
あ
は
れ
と
見
た
ま
は
ら
ば
、
い
か
ば
か
り
か
う
れ
し
か
ら
ん
」
と
ほ

ぼ
同
文
を
記
し
、
弟
子
に
対
し
て
低
姿
勢
な
が
ら
も
、
自
信
の
程
が
は
っ
き
り

と
伺
わ
れ
る
。
わ
か
る
人
だ
け
が
わ
か
れ
ば
い
い
。
我
が
歌
を
真
に
理
解
す
る

人
だ
け
が
、
こ
の
歌
集
を
よ
し
と
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
の
心
情
が
よ
み
と
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
な
ら
、
奥
書
後
半
「
う
た
は
や
す
く
す
ら
り
と
よ
ま
て
は
ま
な
ひ
か
た

く
」
以
降
は
、
論
調
も
か
わ
り
、
師
と
し
て
の
自
信
が
は
っ
き
り
で
て
い
る
。

ま
る
で
、
良
甫
に
歌
の
心
得
を
諭
す
よ
う
に
、
天
保
十
年
頃
記
し
た
歌
論
『
こ

そ
の
ち
り
』
の
理
論
を
こ
こ
に
述
べ
て
お
り
、
入
門
し
て
間
も
な
い
門
弟
、
山

鹿
良
甫
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
言
道
、
草
摺
り
を
好
ん
で
つ
く
り
、
そ
れ
に
歌
を
書
い
た
。
『
雑
葉
歌
帖
』二
四

は
こ
の
頃
か
。
序
文
を
次
に
記
す
。

桜

楓
な
ど
の
め
で
た
き
は
言
ふ
も
さ
ら
な
る
を

山
賤
の
垣
根
の
草
木

な
か
な
か
に
を
か
し
く
て

朝
夕
に
取
り
見
る
に
あ
は
れ
な
ら
ず
と
言
ふ
も
の
な
し
。
木
の
芽
摘
む
木
の

そ
の
花
さ
へ
香
は
し
く
、
鳥
も
す
さ
め
ぬ
小
瓜
も
払
ひ
捨
つ
べ
き
も
の
と
も

覚
え
ず
。

こ
の
秋
の
末
つ
か
た
も
の
寂
し
さ
に
紙
に
な
ど
摺
り
て
も
て
あ
そ
び
け
る
を
、

伊
勢
人
藤
田
長
年
が
見
て
、
強
い
て
乞
ひ
け
る
ま
ま
に
、
歌
さ
へ
書
き
添
へ

て
遣
は
し
け
る
を
、
こ
た
び
お
の
れ
に
も
と

言
ふ
ま
ま
に
こ
と
ご
と
し
け

れ
ど
、
ま
た
物
し
て
取
ら
す
。

も
と
よ
り
戯
れ
な
れ
ば
、
い
か
に
ぞ
や
思
ふ
こ
と
有
り
と
も
、
見
む
人
許
さ

せ
給
へ
か
し
。

〇
「
天
保
十
二
う
し
の
秋
、
家
の
め
ぐ
り
に
、
あ
り
と
あ
る
木
く
さ
の
葉
を
紙

に
す
り
て
、
そ
れ
に
う
た
を
か
き
つ
け
け
る
を
、
二
巻
と
な
し
て
を
し
え
子
徳

永
ぬ
し
に
と
ら
す
。
」『
さ
さ
の
や
集
』
二
五

こ
の
『
さ
さ
の
や
集
』
で
言
う
と
こ
ろ
の
歌
帖
は
、
こ
の
『
雑
葉
歌
集
』
の

事
と
思
わ
れ
る
。

〇
『
さ
さ
の
や
集
』
こ
の
秋
以
降
成
立
か
。
所
在
不
明
。

天
保
十
三
年

壬
寅
（
１
８
４
１
）

四
五
歳

〇
三
月
十
九
日
、
廣
瀬
淡
窓
、
言
道
の
「
さ
さ
の
や
」
を
訪
ね
る
。

〇
淡
窓
の
『
進
修
録
』
二
六

巻
三
、
に
よ
る
と
、
淡
窓
は
「
三
月
八
日
筑
前
に
赴

く
。
昭
陽
の
墓
に
謁
し
、
且
つ
、
大
賀
甚
之
允
と
遊
ぶ
。
四
月
六
日
日
田
に
帰

る
。
」
と
あ
り
、
亀
井
昭
陽
の
墓
参
の
為
に
筑
前
に
来
て
い
て
、
そ
の
つ
い
で
に
、

十
一
日
後
の
三
月
十
九
日
、
言
道
の
さ
さ
の
や
を
訪
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

〇
淡
窓
の
『
懐
旧
楼
日
記
』
巻
四
五
に
よ
る
と
、
天
保
十
三
年
三
月
十
九
日
の

項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
九
日
、
大
隈
清
助
が
招
に
赴
く
。
清
助
は
歌
人
な
り
。
昔
年
暫
く
予

が
塾
に
寓
せ
し
こ
と
あ
り
。
（
中
略
）
遂
に
清
助
が
家
に
至
る
。
清
蔵
、
尚
庵
、

亀
年
も
ま
た
来
た
れ
り
。
饗
応
あ
り
。
夜
に
入
り
て
帰
れ
り
。
清
助
名
は
言
道
、

其
宅
園
亭
頗
る
雅
致
あ
り
。
予
詩
あ
り
曰

卅
一
言
歌
自
作
家

幽
居
風
景
亦
清
嘉

短
籬
影
蕉
＋
酉
平
池
水

蜀
帝
花
交
燕
子
花

ま
た
、
『
遠
思
楼
誌
鈔
』
に
も
、
右
と
同
じ
詩
が
、
言
道
の
庭
の
趣
を
褒
め
称

え
言
道
に
与
え
た
詩
と
し
て
で
て
い
る
。「
さ
さ
の
や
」
を
訪
れ
た
折
の
淡
窓
の

詩
に
、
言
道
へ
の
賞
賛
の
心
が
読
み
と
れ
る
。

〇
白
石
俤
三
氏
穴
山
健
氏
に
よ
る
と
、『
遠
思
楼
誌
鈔
』
は
、
推
敲
さ
れ
て
い
る
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と
い
う
。
観
魚
荘
の
言
道
遺
墨
の
中
に
、
淡
窓
が
書
き
与
え
た
折
の
詩
は
、
そ

の
折
の
実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。
推
敲
前
の
初
案
を
次
に
示
す
。
二
七

卅
一
歌
風
自
作
家
園
多
幽

趣
亦
堪
誇
短
雛
陰
影
蕉
＋
酉
平

池
水
杜
宇
花
交
燕
子
花

春
晩
過
大
隈
君
幽
居

廣
瀬
建
拝

淡
窓
先
生
む
か
し
芽
屋
を
と
ふ
ら
ひ
給
ひ
け
る
時
い
け
の
燕
子
花

垣
の
つ
ゝ
し
な
と
さ
け
り
け
る
を
こ
と
に
め
て
ゝ
つ
く
ら
れ
た
る
詩
也

こ
の
詩
遠
思
楼
詩
集
に
も
見
え
た
り
こ
の
詩
を
見
れ
は
そ
の
時
の
さ
ま
今
も

お
も
ひ
い
て
ゝ
見
る
か
こ
と
し
さ
れ
は
か
く
も
に
し
て
此
に
の
こ
し
お
く
も
の

な
り

安
政
四
丁
巳
浪
花
に
し
て
大
隈
言
道

〔
つ
づ
く
〕 

      

校
註 

                                        

          

 

一 

中
牟
田
浙
江
「
文
政
中
ノ
人

俗
ニ

一
ニ
浙
江

二
ニ
曇
栄

三
四
カ
無

ク
テ

五
南
冥
ト
云
フ
」
『
筑
前
名
家
人
物
史
』（
森
政
太
郎
編

昭
和
五
四
年

刊
） 

二 

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月
、
黒
田
藩
の
御
料
理
人
頭
格
で
あ
っ
た

枡
木
屋
町
（
現
在
の
唐
人
町
）
に
生
ま
れ
た
。
松
陰
と
号
し
、
通
称
を
幸
之
進

と
い
っ
た
。
幼
く
し
て
亀
井
南
冥
に
師
事
し
て
、
甘
棠
舘
に
学
び
（
中
略
）
専

心
書
道
の
研
鑚
に
励
み
大
師
流
そ
の
他
の
書
法
を
学
び
、
二
川
様
を
創
始
し
て
、

「
執
筆
法
」
を
著
し
た
。
国
学
を
田
尻
梅
翁
・
青
柳
種
信
に
学
び
（
中
略
）
今

                                        

                                        

                               

 

様
に
巧
み
で
「
鴫
の
は
ね
か
き
」
の
遺
稿
が
あ
る
。
文
化
三
年
頃
か
ら
門
を
閉

ざ
し
て
不
出
門
の
ま
ま
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
二
十
日
没
。
行
年
七

十
歳
。
墓
は
大
手
門
二
丁
目
、
園
応
寺
に
あ
る
。
『
招
月
望
東
禅
尼
遺
品
目
録
』

（
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
） 

三 

『
大
隈
言
道
と
そ
の
歌
』（
佐
々
木
信
綱
・
梅
野
満
雄
編
）
所
収
。
大
正
十

五
年
刊
。 

四 

二
川
瀧
三
郎
編
昭
和
十
一
年
刊 

五 

進
藤
康
子
『
言
道
の
月
次
歌
会
「
ま
と
ゐ
」
を
め
ぐ
っ
て─

付
翻
刻
九
大
本

『
仲
秋
巻
一
』
（
「
香
椎
潟
」
第
四
二
号
参
照
。 

六 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
没
。
六
六
歳
。
幼
名
男
久
。
新
三
郎
。
前
名
貞

能
。
福
岡
藩
士
で
、
録
四
一
三
石
の
馬
廻
組
で
あ
っ
た
。
同
藩
士
浦
野
重
右
衛

門
勝
幸
の
二
女
も
と
を
後
妻
と
し
た
。
和
歌
を
好
み
夫
婦
共
に
大
隈
言
道
の
門

下
生
と
な
る
。 

七 

野
村
も
と
、
後
の
望
東
尼
。
文
化
三
年
（
１
８
０
６
）
九
月
六
日
、
黒
田

藩
士
浦
野
勝
幸
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
隈
言
道
の
高
弟
。
１
８
５
９
年

（
安
政
六
年
）
夫
貞
貫
没
後
、
剃
髪
し
て
招
月
望
東
前
尼
と
な
る
。
慶
応
三
年

（
１
８
６
７
）
十
一
月
六
日
没
。
六
二
歳
。 

八 

天
保
四
年
以
降
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
の
歌
が
１
６
５
０
首
。
文
久
三
年
の

言
道
の
序
を
伴
う
。 

九 

梅
野
満
雄
『
大
隈
言
道
翁
傳
』
に
序
の
部
分
が
紹
介
（
漢
字
か
な
混
じ
り

に
替
え
て
掲
載
）
。
穴
山
健
『
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」「
徒
然
集
」
』（
有
明
工
業

専
門
学
校
紀
要
９
号
・
昭
和
４
８
年
）
が
あ
る
。 

一
〇 

福
岡
女
子
短
大
紀
要
第
四
二
号
（
平
成
十
二
月
三
十
日
発
行
）
穴
山
建
翻

刻
『
（
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
）
』
参
照
。 

一
一

『
大
隈
言
道
傳
』所
収
。

一
二 

福
岡
女
子
短
大
紀
要
第
四
二
号
（
平
成
十
二
月
三
十
日
発
行
）
穴
山
建
翻

刻
『
（
天
保
八
年
言
道
自
筆
歌
軸
）
』
・
言
道
自
筆
『
新
泉
日
記
』
参
照
。 

一
三 

鍛
冶
屋
と
は
、
当
時
、
咸
宜
園
入
門
し
た
て
の
者
が
入
る
宿
舎
の
名
。 

一
四 
『
廣
瀬
淡
窓
全
集
』
所
収
、
淡
窓
の
日
記
『
醒
斎
日
暦
』
巻
十
七 

一
五 
淡
窓
の
弟
。
伸
平
。
藩
の
ご
用
達
を
勤
め
る
。 

一
六 

『
大
隈
言
道
傳
』
所
収
。 

一
七 

言
道
門
人
。 

一
八 

言
道
の
歌
道
に
関
す
る
考
え
を
随
筆
的
に
ま
と
め
た
も
の
。
自
筆
原
本

は
辛
島
小
四
郎
蔵
で
あ
っ
た
が
、
『
大
隈
言
道
』（
佐
佐
木
信
綱
・
梅
野
満
雄
共
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個人 和宇慶 一騎, ベスト 32. 
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編
）
に
収
め
ら
れ
た
が
、
片
仮
名
書
き
で
あ
っ
た
も
の
を
す
べ
て
平
仮
名
に
し

て
い
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
正
宗
敦
夫
編
『
大
隈
言
道
全
集
』
上
に
収
め
た
。 

一
九 

穴
山
健
「
翻
刻
『
笠
山
集
』
」
福
岡
女
子
短
大
紀
要
第
４
４
号
～
第
４
６

号
参
照
。 

二
〇 
穴
山
健
「
翻
刻

大
隈
言
道
『
春
野
集
』（
谷
川
本
）」
福
岡
女
子
短
大
紀

要
第
４
１
号
。 

二
一 
言
道
門
人
。
「
も
と
と
き
」
と
『
向
稜
集
』
に
も
登
場
す
る
。
『
鴨
川
五

郎
集
』
に
も
入
集
。 

二
二

桑
原
氏
「
春
野
集
」
（
谷
川
本
）
「
春
野
集
」
（
山
鹿
本
）
「
春
野
集
」
（
小
林
本
）
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
三 

明
治
四
年
十
一
月
十
一
日
没
。
七
二
歳
。
十
五
、
六
歳
の
頃
か
ら
淡
窓

の
養
子
青
邨
に
学
ぶ
。
言
道
門
下
。
代
々
医
者
。

『
朝
倉
郡
郷
土
人
物
史
』

『
杷
木
町
史
』
に
よ
る
。 

二
四 

田
中
丸
友
子
氏
蔵
。
文
字
摺
り
を
す
り
、
歌
を
書
い
た
歌
帖
。
四
九
首

の
歌
と
そ
れ
ぞ
れ
に
草
木
の
画
。
こ
の
後
半
部
分
は
、
他
の
人
に
譲
っ
た
と
い

う
こ
と
で
前
半
部
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
『
筑
紫
史
談
』
第
十
五
集
、
大
正

六
年
十
一
月
、
福
岡
で
大
隈
言
道
翁
博
覧
会
が
行
わ
れ
た
と
き
、「
服
紗

四
枚

何
れ
も
模
様
あ
り
て
歌
を
記
入
せ
り
。
其
の
模
様
に
は
植
物
の
葉
の
形
を
印
せ

る
も
の
あ
り
。
翁
は
文
字
摺
り
に
趣
味
を
有
せ
し
と
い
ふ
。
今
回
の
会
に
は
、

紙
に
印
せ
る
も
の
一
枚
も
な
き
は
遺
憾
な
り
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
服
紗
」
の
例
で
あ
る
が
、
紙
に
印
せ
る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。 

二
五 

『
大
隈
言
道
傳
』
所
収
。
『
さ
さ
の
や
集
』
は
現
在
所
在
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。 

二
六 

『
淡
窓
全
集
』
所
収 

二
七 

穴
山
健
『
資
料
大
隈
言
道
遺
墨
』（
「
近
世
文
芸

資
料
と
考
証
」
第
６

号
）
。 


